
浅川実験林のキノコ

Rokuya 1 :11λzmu and Seiichi TOKI: Higher Fungi of Asakawa Experiment Forest. 
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1.まえヵーき (Forewords) 

中央主jitの没]1 1駅にほど近い林業試験場浅川分宝には約 50 町歩の実験林が附kn; している。モ

しアカマツなどを主とする天窓生林は長い11\]，皇虫の御料地時代から試験林としてよく保存

されている。また極kな樹極を異にする針・広葉の主!t林地もあり， :l也7肢の複雑さと相まって，

小両右せながらも附近の名勝両足山とともに，大都会に近いととろとしては稀にみる白然美の些

かな森林であり p また生物研究のためにも貴重友場所である Q

苦者ーのうち今関は十数年前から， しばしばとの地を訪ねて高等苗の採集を行い P かつて“浅

川|御料地産菌期採11':ー目録1)"と題する簡単な報告を書いたことがある。 その後しばらく採集を

qljとしていたが，昭和 22 :.，ミ以来，共著者土l技とともに刊ーび I;~地へたび、たび、探集ずる機会をえ

常保護部長 時保護部商~j研究案

1) 自然科学と博物館， Vol. 9 , No. 108 : 8~14 (1938) 
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るととになり， ï11jの目録に土佐布il訂正を行うべき結果を得たので，稿を改めて報告する。な沿1fT]

地は今チ|二三子時士も数回採集され，いくつかの学界未知の種を報告りしている。目録にはもち

ろんと*1..，らをカ11 えである。

しかしながらわが国の菌類研究は，馬史的に見れば必十しもその(，1リj は短かくないが， Et的

には極めて未熟な状態にあって， 1=1 につきやすい高等菌知でも，実在する極の過半数は研究さ

れないで残されている。したがって p わが国のまFを調査する場合には不|リjの棺が多ししかも

とれらについて学名を決定し，正式に命名 p 登録する仕事は容易な業ではなし多くの専門学

者の長い努力を必要とする。とのととは浅川の試験林のような小田杭の菌類目録をとりまとめ

るときにも p 大きな悩みとなるものである。それ故，との口録も採集した:年のすべてを調べあ

げたものではなく p 実は竿ばをあげたにすぎないととを了僻していただきたい。

でクくにとの加の目録をまとめるに芝、たって p 極 (species) をどんな 111!.'1I判こならべるかが tj\"2

の lli介な問題でるる。 単に機械的に A， B , C 111(11亡ならべるとか，従来ひろく行われている

E::\GI ，lm 式なぞにしたがうならばたやすいがp 菌類分類学はj近年著しく革析的になってたり，

とれまでの人為分類からぬけでて p 系統的な自然分知体系をたてようとする努力がp 世界の}:Gî

学界を風醸している。 との努力は菌類の各部門でp それぞれの専門家によって行われている

が， しかしその成果は部分的であり p 断片的でもある。したがって，いま直ちに全面的に新し

い立場にたったシステムを求めるととは容易でないし，またとのたび、の報告の目的とはかけ離

れた問題で、もある。しかし菌類分知学界の趨勢がかくある以上，その:考え方を無視するわけ

にはいかない。きわめてr! l注はんばなものであるが，一つの迦渡期jの委として本報告の配列に

ついて批判をいただきたい。

との目録はとのように未熟なものである。さらに森林p 樹木の栄養タ或いは病害p 腐朽など

に密接な関係がある菌類を研究するにあたって，その生態的な観察制査にも充分限がむけられ

なければならない。その点については今後の調査によって柿っていきたい。

ただ非類は食川の対象になり， Jt:'の食毒性ということは p 林業家にも一般の人にも関心がも

たれるととである。いささか学. 1出品i石-の不調和があるがp 解説めいた小j記を後につけくわえ

たω

この調査研究を行うにあたって，マií;室林野局時代からひきつづき御協力をいただいた前林業
8・

試験場長長谷川孝三博士をはじめ p 浅川分室の平下，野原，小山，問1舟技官などの諸氏，さら

に検説p 作図その他について御協力をいただいた)ji~島P 中川， 郷原技官などの各{立にたいし

て P 深謝の意を表するものである。

1) brAI-S.: StudiaIAgaricacearum Japonicarum 1 -lli, in Bot. Mag. Tokyo, 55: 392~9， 

444~51 et 514~20 (1941) 
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凡例

( 1 ) 荊l1íの後にf寸記した( )内の略字は次の意味をあらわず。

TI土地J-J亡生える L は樹木に生える N は封書E樹 B は広葉樹

したがって N-L は~t葉樹の木の上に生える， N-T は主十葉樹林内の地上にはえるなど。

( 2 ) 資料は林業試験場標本には (F 222) のごとく根本存号がうけである。その他は国立

利学博物館(略号 N.S.M.) ， 北海道大学農学部 (Herb. Hokk. Univ. とJil存記) に保イrされ

ているものによった。

1 菌類目録 (List of fungi) 

ASCOMYCETES 子褒菌類

Paxina hispida (SCHAEFl'.) SE.¥YElt Peziza macroρus PEHS. , K."γAMrJ!A， Ki町ui

Dusetu. (チヤワンタケ手千)

手I1名 1) ナガヱノテヤワンタケ (T)り 分布で)欧，北斗と，且互: LI (本州)

資料3) : X -19, 1952 , leg. bIAZEKT 

Peziza vesiculosa FH. ([Ii]_卜J

手11名:オオチヤワンタケ(定， T) 

資料 X -19, 1952, leg. bIAZEKI 

分布: 1款，北米， j乞 illi : I1 (本州)

Plectania coccinea (Sc�.) Ft:CK. ([iiJ•J--.) 

和名:ベニチヤワンタケ (B-L)

空E料 X -19, 1952, leg. bIAZEK~ 

羽Tynnea gigantea BEltK. et Cnrr. 

分布.熱帯系汎分布

手11名:ミミブサタケ (T) 王子干lî :メキシコ， illi: fJ C本州)

資料: leg. bIAZEKI CN. S. M.) 

BASIDIOMYCETES ill子~ili�:1'fI 

HETEROBASIDIAE 

Auricularia Auricula-J udae (Bur.ι) SCHIWET. (キクラゲ科)

和名.キクラゲ(食， B-L) 分布: 1ft分布種，特l乙温帯以北l亡多い。

資料 X -19, 1952, leg. hIAZEKf 

A. polytricha CMm;T[.'.) SAC'('. (向上)

和名:アラダキクラゲ(食， B-L) 分布:汎分布種p 特iこ熱帯から温帯に多い。

1) ]apanes巴 name (和名) 2) Disむibution (分布) 3) Materials (資斜)
4) Abbreviations in the parentheses following to the ]apanese name mean the habitat. 

T (growing on ground) , L (growing on w∞d) ， N (conifer) , and B (broad leaved tree). 
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資料: \11-28, 1950, leg. TOKT (F. 2058) 

記事:キクラグ，アラヂキクラゲはともに食川になるが，食!日としては前者の方が透かに価

値が高い。分布はともに広いがp キクラヂはむしろ北方系で、 ib 1) ， アラヂキクラゲは南方系で

まうる。 したがって，本州では山岨にキクラゲが多く，千地または西南地方にはアラヂの方が多

し、。

Tremella iduensis KOBAYASI (シロキクラゲ科)

平日名:キイロニカワタケ (B-L)

資料 X -19, 1952, leg. IMAzEKI 

分布: EI 本特産(本)

T. foliacea PEl<s. ex Fl{,. (同[-:)

手Ij名:ハナピラユカワタケ(食， B-L) 分宿: 1款p 北・南米p 涼p 亜: (支)， '-1 

ぐ本ナ卜1) 資料 X -19, 1952, leg. blAZEKI 

HOMOBASIDIAE-APHYLLOPHORALES 

Corticiaceae ウロコタケ字1.

Corticium laeve CPElts.) QUﾉr.. 

和名:ヱピコウヤクタケ (B-L)

責料: leg. hIAZEKT (N. S. M.) 

分布: ，乳北米pd: 〈樺入日(本州、l)

Corticium evolvens F l{,. 

和名.シロコウヤクタケ (B-L) 分布: ，次p 北米， illf: 日(本州、1)

資料Xl-15， 1949, Ieg. hIAZEKl (F. 1844) 

Stereum gausapatum FH. Stereum spadiceum FR. 

和名:チウロコタケ (B-L) 分布: I抗北米p 涼，.illf: (支)，日(本-)L)

資料: Xl -21 , 1950, leg. TOKI (F. 2614) 

s. hirsutum WnLD. ex Fn. 

和名・キウロコタケ (B-L) 分イli :全世界 資午、r : leg. hIAZEKI CN. S. M.) 

S. vibrans BEl1K. 

平日名:サピウロコタケ (B-L) 分布:北米， 5li: (支)， n (本一九j

資料Xl-15， 1950, leg. AOfnmu (F. 2491) 

Cla variaceae ホウキタケ科

Clavaria apiculata FR. 

手! 1.行:チヤホウキタケモドキ(食， N-L) 

資料:官-23， 1948, leg. TOKI (F. 548) 

C. botrytis FR. 

分布:欧，北米p 亜:日(北一本)
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和名:ホウキタケ(食， B-T) 

資料: leg. hI,lZEKf (N. S. M.) 

C. inaequalis F It. 

和名:キソウメンタケ(食， T) 

分布: I札北米， .<i:!: (支) , 11 (北一本)

分布:欧，北米， .illi:日(ニ1 1:: 本)

資料 IX -19, 1950, leg. bUZEKl et TOKI (F. 2257) 

C. vermicularis F n. 

和名:シロソウメンタケ(食， T) 

資料1X-13 ， 1949, leg. TOKI 

分布・: I坑北米，亜:日(北一本)

Cantharellaceae アンズタケ科，

Cantharellus cibarius Fn. 

- 23 ー

和名:ア〉ス、ダケ(食， N-T) 分布: I攻，北米， ~.弘亜: (支)，日(北本)

費料 IX -13, 1949, Ieg. Tm::r (F. 1362) 

C. floccosus Snll¥¥'. 

和名:ウスタケ(食， T) 分布: I抗北米， .<i:[: H (北一本)

資料: X-17 (1947) , Ieg. TOKf (F. 535) 

C. minor Plζ. 

和名:ヒメアンズタケ(食， T) 分布:北米， _U~: 日(北本)

資料1X-13 ， 1949, leg. TOKI (F. 1363) 

Craterellus cornucopioides L. ex FR. 

和名:クロウスタケ(食， T) 分布:汎分布陸

資料 X --4, 1951, Ieg. Tmロ (F. 2900) 

Phylacteriaceae イ ;J~' タケ利

Hydnellum zonatum (FR.) KAIlB'J'. 

和名:チヤハリタケ (T) 分布:欧，北米， i.長， .illi:日(本一九州)

資料: 1X -13 , 1949, leg. TOKI (F. 1誕4)

Polyozellus multiplex (U:¥DEmL) MVRI!. Cantharellus multiρlex U~T)ERW. 

和名カラスタケ(食， T) 分布;北米，皿(朝f!.\D ，日(本一九)

資料 X -26, 1949, Ieg.ToK[ (F. 1583) 

記事.カラスタケは珍しい非である。 1998 "1三に，北米の UXDERWOOD がはじめて発見し

てから， 1937 'rHこカナダの MりUXCJ<]女史が 2 度日の報告をするまでp 誰もとの耳さについて山

産地の原掠本以外のものをう;日らなかった。その後， :1じ米 J(陸ーでは SIIOPE が 1938 年に Colorado

州でp また Sò\n'l'1 I むよぴ MOHSE などによって 1947 年に北部の 2 ， 3 の什|で、の採集品を、j技
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-jJ;しただけで、ある。ととろが筆者のうち今関はとれを 1936 ~ドに浅川の実験林で採集タ 1938 ~I三

に n!!.:科学と博物舘誌上に珍菌カラスタケと題する小文をのせた。現在まで筆者が知り得た東

亜で、の産地は九州霧島山(とれは川代子与太郎氏による古い採集f日で、あるが， LLOYD はとれを子

葉TÏîと誤まり Phyllocarbon Yasudai LW):"J)なる祈属，祈名を与えた) ，むよぴ浅川の山とでる

るがp 岩出亥之助氏によると明魚下にも産するとのととである。とのように本種の分布は案外広

いが，ともかく採集記録が少ない珍菌である。しかし，浅川の実験林には毎秋必らすコ発生する。

この菌についてはいろいろと戒要な研究課題があるがp そのととは別に詳し〈論やる。た

だ本文で学名に Polyozellus multiplex の組合わせを川いたととは p アメリカの菌学者が

Cantharell us に所属させる説に対してp われわれは別の意見を持っているからであり，また

その分知学的位置をイボタケ科 Phylacteriaceae (イボタケ I，~ Theleρhora， コウタケ属

Sarcodon， チヤハリタケ尉 Hydnellum， クロカワ民 Boletoρsis などを含む)にゐいたと

とは p 筆者今関の新設であり p とのととについては目下他の専門誌 (Mycologia) 上に投稿中

であるととを付記ずるにとどめる。

本菌は岩出氏によると食川に供されるとのことであるがp 一極の強いヒジキのような臭気と

黒い色素を多量に含むととでp われわれの食慾をそそるものではない。

Thelephora an1hocephala (Fn..) PA'r. 

和名:トサカイボタケ (T) 分布: 1乳米， EI: 日(本)

資料: leg. h1AZEK[ (N. S. M.) 

T. japonica YASUDA 

和名:イボタケ (T) 分布:日本特産 資料 X -4, 1951 , leg. TOKI (F. 2944) 

Sarcodon scabrosus (Fu..) QU�'L. 

和名:ケロウジ (T) 分布: I乳米p 亜:日(本)

資料: X -4, 1951 , leg. TOKI (F. 2905) 

Hymenochaetaceae タパコウロコタケ科

Fructificatio resupinatus vel effuso・resupinatus， raro stipitatus, annuus vel 

perennis; contextus brUIUleus; hymenophorus aequabilis; hymenium generatim 

setIgerum. 

Type: Hymenochaete L�w. 

Hymenochaete arida (KAHS'l'.) SACC. 

手11名i ・シプウロコグケ (N-L)

'ti:料・ leg. brAZEKI (N. S. M.) 

H. Sallei BERK. et CUR'r. 

手11名;コガネウロコグケ (B-L)

分布: I乳米， illi:: (千島)，日(北一本)

分布全米，. illi: : (j7iî J:ll ，台)，日(本一九)
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資料: leg. bIAZEKI (N. S. M.) 

H. Y asudai hIM~EKT 

;]:11名.マツノグパコウロコタケ (N~L)

資料: leg. hIAZEKT (N. S. M.) 

Veluticeps medica (CUJw..) CKE. 

分ギrî :豆: (朝鮮)，日(本一)L)

手11名.クスリウロコタケ (N~L)

資料: leg. bIAZEIζI (N. S. M.) 

分イjj : illi: ( r:fl ) ，日(本一p日)

Th{ucronoporaceae キコブタケ存l

-.25 -

Fructificatio annuus vel perennis, resupinatus, effuso・reflexus， sessilis vel 

stipitatus, lignicolus vel raro te汀estris; contextus ex hyphis brunneis constructi, 

saepe hyphae setigerae presentia; hymenophorus inaequabilis, spinulosus, dentiｭ

culatus, porosus; hymenium generatim setulosum. 

Type: Phellinus Qd;L. 

Coltricia cinnamomea (PEHS. ex FH..) Mnw. 

手1I名:ニッケイタケ (T) 分干rî :欧，北米，豆: (支) ，日(北一九)

資料 X ~17， 1947, leg. hrAzEKr (F. 96); 四一一4 ， 1950, leg. hIAZEKI et Toki 

(F. 2014) 

C. green� (BERK.) !:.rAz. Bull. Tokyo Sci. Musリ 6 : 109 (1943) 

Cyclomyces Greenii BElm:. , Polyρorus Greenii YASTTlA 

平日名:ウズタケ CT) 分布:北米， illi:(支)，日付古川1)

資料: leg. hIAZEKI CN.S.M.) 

Notes: The writers suppose that one may feel strange enough the present 

species having been transferred to the genus Coltricia from Cyclomyces by the 

senior writer in his previous paper,“The genera of Polyporaceae of Nippon, 

1943." The genus Cyclomグces FmEf' is based on the concenh-ic disposition of 

the pores. However, except the concentric aηangement of lamellae, many 

species of the genus differ each other in various characteristics. It is to say 

that the ge丘us is an artificial and conventional one, based on a single, superficial 

resemblance. 

Cyclomyces Greenii is very nearly related to Polystictus ρerennis and P. 

cinnamomeus, though they are different in the configuration of hymenophore. 

The hymenophore of C. Greenii is fairly changable from lamellate to porose. 

In ]apan, there had been fo班活 the porose form of C. Greenii , to which the 

late Prof. YASl;J)A gave a name Polyporus Greenii. This is merely a form of 

Cyclomグces Greenii , though it was inevitable that these two forms of the same 

species were placed in different genera by the preservative mycologists. The 

senior writer restricted the genus Cyclomyces to C. fuscus and its allied brown 



- 26 ー 林業試験場研究報告第 67 号

polypores. 

Cryptoderma citrinum blAZ. , Bull. Tokyo Sci. Mus. , 6: 107 (lS43) Polyρorus 

illicicola YASUIM , Bot. Ma,g. Tokyo, 27: 339 (1913) (non P. HEXXrXGsJ et al. 

和名:ダイダイタケ (B-L) 分イIÎ :民: (台湾)，日本C1t--)[.)

't:f:j;!j. : X1 --21 , 1950, leg. TOKT (F. 2613) 

Notes: This is the plant which had been called as Polyρorus illicicola P. 

HEXN. in Japan. The type specimen of P. illicicola P. HEXX. (a part of the 

type collection is preserved in Tokyo University) is, nothing but Polyρorus 

gilvus. The plant customarily called P. illicicola by Y.¥SU])A and others in Japan 

is not P. gilvus. lt is a unique species which has a much differentiated context 

interposed between the subcrust (the upper bordering layer of Burt) and the 

lower bordering layer like sandwiches. The context is about 300!l thick and very 

brilliantly lemon yellow, while the upper and lower bordering layers are dark 

brown. Cryρtoderma substygium is an anothor species which has a sandwiched 

context, but the color of it is almost same to the other parts of the fruitbody. 

二4>:租は従来 Polyρorus illicicola P. HEXX. と Hヂびならわされてきた非で‘ある。 シイタケ

杓・木の守閣であり，またナラ，クヌギなどの切株にはえる。

C. Ribis (SClIl;�I. ex FH.) hL\ ;I,. 

手l咋1 スグリタケ (B-L) 分イIÎ : I孔北米， ~tf: (シベリア)， 11 (本)

-tf料: leg. blAZEKI (N. S. M.) ミツパウツギ生二本J-_

Notes: This grows gregariously on the living stem of Staρhylea Bumalda, 

causing a white heart rot. The kind of the host tree seems to be restricted to 

this species in the vicinity of Tokyo at least. 

Inonotus cuticularis (Fl:..) KAHS'J'.一-Polyρorus mikadoi Lr.り Yj)

手[[;fí :カワウソタケ (B-L) 分布: I丸北米， B~: (えコ，日本(北-)L)

i'H'f : leg. hlAZlう KI (N. S. M.) 

Phellinus Hartigii (ALLESC11.) !:\[川.

和名:モミサルノコシカケ (N-L)

資料: Ieg. bUZEKI (N. S. M.) 

分イIÎ :欧， ![:f: 11 (北九)

記事:本種はモミ肘J>アスナロなどの滞時病をゐとす立木尚朽菌であるが，この実験林で

は稀である。

Hydnaceae ハリタケ1斗

Hydnum repandum L. ex Fu. var. albidum FH.. 

手[.[名.シロカノシタ(食， T) 分布: 1乳北米p 涼p 亜: (支)，日(全国)

資料: X 一色 1950， leg. TOKI (F. 2285) 
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Odontia bicolor (FH..) BnE8. 

手11名ーハリタケモドキ(新) (B-L) 分布:殴，米，亜:日付>.:)

責料 U -15 , 1950, leg. AOEiIDIA (F. 2489) 

Steccherinum ochraceum (Fn.) S. F. GllAY 

和名ーュクハリタケ (B-L) 分ギri : I札北米;1 iHf: (支)，日(会)

査料: leg. Lv[AZEKI (N. S. M.) 

S. pulcherrinum (B. et C.) BλXKEH 

平日名.アセハリタケ (N-L) 分布: I札北米， l'ま， _if:f:日(本一九)

資料: leg. I:MAZEKI (N. S. M.) 

Meruliaceae シワタケ科

Merulius tremellosus SCI-JHAD. ex FH. 

手口名:シワタケ (B-L) 分布:欧p 北米，豆: (シベリアP 支) ，日(全)

資料: leg. h[AZEKI (N. S. M.) 

Polyporaceae サルノコシカケ利，

Coriolus hirsutus (FJt.) QUÉL.戸一一Polystictus hirsutus Fn. 

手I~;['l :アラゲカワラタケ (B-L)

安料\1- -23 , 1946, leg. TOKI 

分布:汎世界的

C. versicolor (Fn..) Qrb，.一一-Polystictus versicolor Fu. 

手11名:ヵワラタケ (B--L) 分布: y}L [H:界的

空料: leg. Imazeki (N. S. M.) 

Cryptoporus volvatus (PK.) HlTlm. 

手11名・ヒトクチタケ (N-L) 分布:北米， illi:(支， ~\Fj)，日(イ';_-)L)

資料\' -22 , 1946, leg. TOKI 

Daedalea biennis BULL. ex Fn. 

手l トヂ1 ニクウチワタケ (B-L)

1(:料・ leg. bL\ 7,EKI (N. S. 乱1.)

分布・欧，米， illi:(支)， 日 (~Iヒ一本)

Daedaleopsis conchiformis h[AZ.一一Trametes tricolor Lr,OYD 

- 27 --

手11名:シジミアミタケ (B-L) 分布: iHf :日本(本-)L) ， 朝鮮p 南洋71手応p ユユー

ギニア 1(::14 : leg. bIA7，Elロ (N. S. M.) 

D. tricolor (Bl:J,L. ex Fn..) BOI¥""D. et SI);G.一一一Lenzites tricolor BULJ" ex Fn. 

手11名:チヤカイガラタケ (B-L)

資料: leg. bLA :om口 (N. S. M.) 

分布: I孔北米p 亜: (支)，日(北一九)
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Elfvingia applanata PERS. ex KARST.--Fomes aρρlanatus PE回. ex GU,L. 

手n名;コアキタケp コフキサルノコシカケ (B-L)

資料: leg. hIAZEKI (N. S. M.) 

Favolus arcllllarius (Fn..) A]lIE閉

和名:アミスギタケ (B-L) 分布:汎分不rj種

資料 V -19, 1948, Ieg. TOKI (F. 534) 

分布:汎分布種

Fomitopsis insularis (Mulm.) hlAZ.--Polystictus ρersoonii YASUDA :non Fn. ~ 

和名:レンガタケ (N-L) 分布:亜: (比) .日(北一九)

資料 X -17, 1947, leg. brAzEKI (F. 104) 

F. pinicola (Sc::mv. ex FH.) KARST.--Fomes ρinicola SCH¥V. ex Fn.. 

和名:ツガサルノコシカケ (N-L)

資料: leg. IMAZEKI (N. S. M.) 

分布: I乳米，Jlli:(支，西)，日(主主)

F. 吐nosa (Bmも.K.)hlAZ.--Polystictus vinosus BEltK:. 

手日名:ブドウタケ (N-L) 分ギIj :米， 1m: (満，支， I:P) , 日(全)

~F!:!f: ]V -6 , 1949, leg. bIAZEKI (F. 1840) 

Ga:l1lOderma neo・japonicum ÙLAZ.一一Polyρorus jaρonicus FR. 

不11名:マゴジヤクシ (N-L) 分布:日本特産(本一九)

資料 X -17, 1947, leg. hIAZEKI (F. 557) 

Gloeophyllum abietinum (BULL. ex Fll.) bIAz.-一一Lenzites abietina Burιex 

FR. 

手11名:コヂイロカイガラタケ (N-L)

資*l : Ieg. hIAZEKI (N. S. M.) 

分布: I坑米， 1DI:(支) ，日 G~)

G. subferrugineum (Bmnc.) BOXD. et Sum.一一一Lenzites subferruginea BERK. 

手11名:ヒロハノキカイガラタケ (N-L)

資料: leg. hIAZEKI (N. S. M.) 

分イrî :亜: (比， 印)，日(本-j(..)

G. trabeum (PEHS. ex Flt.) MURR.--Lenzites trabea PEH.S. ex Fn. 

和名:キチリメンタケ (N-L)

資料: leg. hIAZEKI (N. S. M.) 

分布:欧p 米， I型: (支)，日(北一九)

Hapalopilus cuneatus (Mm<R.) brAz.一一Polystictus cuneatus M亡RR.

手11名:ヒメシロカイメンタケ (N-L) 分布:北米，亜: 8 (北一九)

資料 X -17, 1947, leg. TOKI (F. 107) 

H. fibrillosus (K~RST.) Bo:~m. et ST'iG.--Polyρorus fibrillosus KARST. 

和名:カボチヤタケ (N-L) 分布: I丸米， ,,'2:: (伴)，日(北一間国)
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資料: leg. bL¥ZEKl (N. S. M.) 

H. gypse羽S (YARUDA) bIAZ.一一一Polystictus gypseus YA円UDA

和名:シックイタケ (N-L) 分布:日本特産(本州)

資料: leg. brAz 

Hirschioporus abietinus (FR.) 町民K~-Polystictus abietinus FH. 

和名:シハイタケ (N-L) 分布:北半球汎分布種

資料: Ieg. hUZEKI (N. S. M.) 

H. fusco叶olaceus (EHR. ex FIl.)DoXK~-Irρex fusco-violaceus EHl:. ex FR. 

和名:ウスパシハイタケ (N-L)

資料: Ieg. bI,\ZEKT (N. .S. M.) 

分布: I乳米， illi:(支，満p 西)，日(全)

Notes: H. abietinus and H. fusco-violaceus differ morphologicaIly as weIl 

as ecologicaIly each other. In general, the former grows on Picea and Pinus , 

while the latter g-.cows on Abies. 

シハイグケとウスパシハイタケとはよく似て L 、るが前者はマツ，ヱゾマツなどにp 後ぅ(í'はモ

勺 ドドマツなどに多い。前J干の下伯ÎI亡!主浅いが， ，珂らかに孔があり，後芳は1~~歯状をなす。

Irpex lacteus Flt. 

末11名.ウスパタケ (B-L) 分布:欧，米，盛: (支，西)，日(全)

資料: Ieg. bIAZEK; (N. S. M.) 

1. parvulus YASnH 

手!I名:コゴメウスパタケ (B-L) 分布:日本特産(本)

資料)J-15 ， 1950, Ieg. AOSIIDIA (F. 2355) 

Lenzites betulina L. ex FH. 

手11名:カイガ、ラタケ (B-L)

資料: Ieg. bIAZEKI 

分布・全世界;全日本

Polyporell羽s varius (Pm:s. ex FH.) PILA'J' --~Polyρorus varius PEl:s. ex FR. 

手11名:アシグロタケ (B-L) 分布: I乳米，盛:日(全)

資料 X -4, 1951 , Ieg. TOKI (F. 2903) 

Polyporus cristatus PERS. ex FR. 

和名:ザボングケ(食， T) 分布: I茨，米p 豆:日(本)

資料 leg. bIAZE日 (N. S. M.) 

P. dispansus LWYD PolyρOYUS illudenコ OYElm. ， Mycologia, 33: 95 , f. 6 

(1941) Syn. nov. 

手!1名:コウモリタケ (T) 分布:米，亜:日(本)

奇料 X -17, 1947, leg. buzEh:r (F. 95) 
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Notes: The writers think t白ha批t Polyρorus illudens OYBH日nror川.'凡，可刊l

s回ame with this Japanese Polyρorus diゐSραnsus. The description given by 

ÛVlmnor.刊 was written from old dried herbarium specimen which was collected 

by A. S. RrrOADS at Boville, Idaho , on Sept. 26, 1920. As to the color, he 

described as “ color of fresh plant unknown, every where brick-red on drying or 

at least in the herbarium." This is nothing but the characteristic of the 

aged herbarium specimens of Polyρorus dis�ansus. The fresh plant has sulphur 

yellow colored pilei, and white context and hymenium , as was noticed by the 

senior writer already (Jour. Jap. Bot. , 9: 556, 1933). Polyρorus illudens seems 

to be very rare in United States, but it is necessary to know the fresh condition. 

In Japan, P. disρansus is rather common and occurs in pine or fir woods. 

P. disραnsus seems to be eatable by its fleshy texture, but the senior writer 

was astonished at its very acrid taste when he tested by cooking. 

コウモリグケは肉質で食べられ毛うであるが，今関は一度とれを試食し，辛味が強いのに篤

いた。 イヰ柿は従来日本:卜)'íをとされていたが， 1臼941 /，年lドミ斗lに乙ヲ米{長と同の OVJ日4引似川l日川t汀川110川川〉汀凡町T/，川F

Polyρorus iμIIルudゐen附sOγEHll. は同研と考えられる。

Polyporus ovinus S円 IAEFl". ex FH.. 

手11名:ニンギョウタケモ F- キ(食， T) 分干li :欧，米，以:日(本)

'tf中!!.: X --26, 1949, leg. TOlG (F. 1584) 

Trametes albida (FH.) BけFI!.D. et GλLZ. 

手lltí :ヒメシロアミタケ CN， B--L) 

'!f料: leg. !:IrAZEKT (N. S. M.) 

分布:北ノド球汎分布

T. Dickinsii BEHK. 

手11名:ホウロクタケ (B--L) 分布= !~li : (支，消~， ':P) , 11 (全)

lt料: leg. hrAzEKf (N. S. M.) 

Notes: Trametes Dickinsii is near akin to Daedalea quercinαwhich is not 

found in Japan (D. quercina of KAWA,WH.,\ is nothing but Trametes Kusanoana 

(I ~[AZ.) hrAz. and D. querninαof Hmm; is a daedaloid form of Trametes Dickinｭ

sii. T. Dickinsii has round pores but often takes an daedaloid form. The 

pores, however, are muc¥ narrower and the lamel1ae are far thinner than those 

of D. quercina. Otherwise the plant is similar to D. quercina in every essential 

characteristic. 

T. cinnabarina JACQ. ex FR. 

手1"名:シユタケ (B-L) 分11i: 北竿球温帯以北;日 CIヒ 1[J 

資料: VJ卜-4， 1950, leg. hrAzEKl (F. 2016) 

T. sanguinea (L. εX FH.) I~L\z. 一一-Polystictus sanguineus L. ex FH. 

和名:ヒイロタケ (B-L) 分布:汎世界的 Gffil-熱帯) ;日(全〉
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資料 X -21 , 1950, leg. Tm,r (F. 2616) 
T. sensitiva Y,\fTDA 

和名:アヵゾメアミタケ (L) 分布:日本特産(本)

資料 X-17， 1947, leg. bL¥ZEKT (F. 105) 

Tyromyces borealis (FH.) I~L\7..一- .Polyρorus borealis FH. 

不11名:ェゾタケ 分布: I乳米， .5if:日(北一本)

資料 X -19 , 1952, leg. bIA7.EKT et AO::'!TI}IA 

Notes: This is a northern species and, in Japan, it has been recorded only 

from Hokkaido hithertonow. The writers collected only a single fruitbody at 

this locality last autumn, and it is the first record of this species from Honsyu. 

本店は北方系の由で針葉樹の立木心材腐朽菌であり，従来は北海道でだけ知られていたがァ

U'F秋浅川で発見した。本州、|でははじめての記録である。

T. caesius (Scm:.AD. ex FH.) MURH.一一一Polyρorus caesius SCHHAD. ex FR.. 

和名:アオゾメタケ (N-L) 分布: I坑北米， llli: Fl(全)

資料 X -17, 1947, leg. bL¥7.EKI (F. 103) 

T. incarnatus 1 ~L\ZEKr 

Fr. sessili, annua , lignicola; pileo primo spathulato veI subflabt;lIiformis , 

dein dimic1iato , 9 x 5 x 1.3 cm, plani.applanato , margine juniori saepe obtuBO, 

maturo tenuis et subacuto, superficie incarnata (Grenadine, Rufous or Camelian 

Red of RrDGBWAY) , sicco distincte pruinosa, leniter rugulosa et concentrice 

subsuIcata, disperse (1axe) papiIIariter ve汀ucosa， contextu ad 7 mm crasso, vivo 

moIIi-carnoso, succulenti, plus minusve fr昭ili ， sicco molli引lberoso ， juniore 

incarnato , dein pallido-roseo (Salmon Color to Safran Pink of RIDGEWAY) , 

leniter zonato, hyphis hyalinis , 5--6.511 crasso ; hymenophoro tubuloso , unistratoso , 

ad 4 mm  crasso , trama tenui , ex hyphis 3.7~5μcrassis composita, subheterogenea, 

poris minutis, subcircularibu8, 3---4 per mm, acie tenuis, acuta, incarnata; sporis 

hyalinis, ellipsoideis, 4-5 x 2.5μ; cystidiis nullis. 

Nom. Jap.: Akebono-osiroi-take, nov. 

Materials: Asakawa, July 31 , 1947, leg. bIAZEIζE・R. ， on rotten wood of Abies 

firma; Mt. Sm,\TOm , MIY.¥ZAKI pref. , July 30, 1938, leg. hIAZEKI, on conifer; 

Suki-mura, Nisimorokata-gun, Miyazaki pref. , Aug. 3 , 1938, leg. bUZEKI. (Typus). 

*は，はじめやや箆形または扇形p 後i乙牛円形になる。 9x5x 1. 3cm; 全体美しい淡いパラ

色~サンゴ色でタ肉質柔軟なキノコである;管孔は長さ 4mm ぐらい。孔ば微細;胞子は 4

~5x2.5/1， 桁円形である。 今関はかつて宮崎県下で採集し上記の名を月j意したが今回は

じめでとれを発表する。浅}l 1 i土弟 2 の産地でるる。

T. squalens (KARST .)buz.一一ーTrameies squalens K主HS'.f .--PolY1うorus squalens 



- 32-- 休業試験場研究報告第 67 号

(KARS'1'.) SACC. 

和名:マツノオオウズラタケ (N-L) 分布: 1乳米， Illf: (樺)，日(北一本)

資料:咽-2， 1951, leg. TOKI (F. 2842) , on Pinus densiflora. 

HOMOBASIDIAE-AGARICALES 

Boletaceae イグチ字ト

Boletus erythropus Fr. 

手11名:オオウラペニイロガワリ 分布:欧，北米，liR :R(本) 資料: leg. h1AZEKI 

Boletellus floriformis hlAZ. , Nagaoa, 2 : 42 (1952) 

和名:キクパナイグチ 分布:日本特産(東京) 資料: Asaka wa IX -13, 1949, 

leg. TOKI (F. 1337) ー- ."Typus" ;目黒自然圏内， Vill, 1950, leg. N.UIEKAWA 

記事:ポンポンダリアの花を，巴わせるi!正予な傘p オニイグチに似て傘の下面をむ沿うベー

JV ， ラグビーボールに似た大形の杭錘:11手の胞子， しかもその一夫同には縦に並ぶ畝形の隆起模様

たど著しい特色をもっキノコである。

本種は北米の Boletellus Ananas に似るが，傘・茎の色お:どで異なる。最近筆者今関によ

って上記の名が与えられたが， };j[椋本は浅川産のものであり， J:III皮の発見にかかわる。その後

目黒の自然回内でも同国の滑川氏によって探集された。

Leccinm chromapes (Fnos'l') STNGER--Boletus chromaρes Fn川T

和名:アケボノアワタケ(食， T) 分布:北米，琵: L1 (本)

資料 X -19, 1952, leg. TOIcr (F. 3131) 

Phylloporus rhodoxanthus (SCIlIY.) BJ沼田.一一Clitocybe Palletieri GJLL. 

和名:キヒダタケ(食， T) 分布: I札北米p 亜: FI (北一本)

資料 IX --13 , 1949, leg, TOK[ (F. 1352) 

Suillus bovinus (L. ex Fl~.) KU :-i 'rZE←ー-Boletus bovinus L. ex Fu. 

和名:アミタケ(食， N-T) 分布:北三ド球目・L分布団;日 (全)

資料 V -23 , 1950, leg. hIAzEKr 

S. luteus (L. ex Fu.) S. F. GUAy.--Boletus luteus L. ex Fr. 

手11名.ヌメリイグチ(食， N-T) 

資料: leg. brAzEKT (N. S. M.) 

分干[i :欧，米， 1[[: (支) ，日

S. piperatus (BrLL. ex FI¥.) Kt:そN'I' ZE- -Boletus ρiJうeratus BUJ.L. ex Fn. 

手11名.コショウイグチ (T) 分布.欧，北米， illi: 日(本)

資料 X -26, 1949, leg. Tけ K1 (F. 1555) 

i記事:浅川実験林は今までの記録では日本にむける IIff:ーの産地である。 l床が辛いのがイグ

チ科では珍しい。
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Fig. 1. 
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Fig. 2. 

Spores and cystidia of Suillus piperatus. 
ゴショウイグチの胞子と cystidia

。 30 

Fig. 3. Spores and cystidia of Xerocomus 
astγeicola Il¥IAZ. 

タマノリイグチの胞子と cystidia.

Xerocomus astreicola bIAz. , Nagaoa, 2 : 35 (1952) 

和名:タマノリイグチ(ツチグリに寄生) 分布;日本特産(浅Jl I)

資料 X -17, 1947, leg. bIAz. (F. 99); ¥ll-31 , 1951 , leg. b[AZ. (F. 3350 Typus) 

記事:最近筆x-今関によって命名された。手[[名の“タマノリ"とはとのイグチが地下にあ

る p まだ若い球形のツチグリに寄生しているととから謹んだ。 菌に寄生するイグチとしては

Xerocomus ρarasiticus (Boletus ρarasiticus) が唯一のものであった。との Boletus は

欧p 米にも比較的珍しいものであり， なによりも寄生という引2殊な生態に興味がもたれてい

た。との茸の守主は Scleroderma (エセショウロ)属であるがp 浅川のタマノリイグテの寄

主はツチグワ (Astraeus) である。はじめはこれを B.ρarasiticus と考えたがp 寄主がち

がうばかりでなし草自体の形体にも若干のちがいがあるので新種とした。浅川でも特定のー

河川ïこ発生するだけである。
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Agaricaceae マツダケ:[;;1，

Agaricus arvensis SmIAEl'l". ex FR.日

示1I名:オオハラタケ(食， B-T) 分布: I札米. 'Ì:妄， illf: (小琵)，日(北本)

資料 X -17, 1947, leg. hIAZEKI (F. 90) 

A. placomyces PK. 

和名・ハラタケモドキ(食， B-T) 分ギli :北米) _illf: (支)，日 Clt一本)

資料 X-4， 1951 , leg. TOJG (F. 2882) 

A. silvicola (VIT'l'.) SACC. 

和名:シロモリノカサ(食， T) 分布: I札米，並，日(北一本)

資料 X-6， 1950, leg. TOKI (F. 2263) 

A. semotellus hIAI, 

和名:ヒメモリノカサ (T) 分布: 1'1 本特産(北ー本)

資料:湘一10， 1950, leg. Tmα (F. 2118) 

A. subrufescens PK. 

手n ;fI :ニセモリノカサ(食， T) 分イri :北米， illf:(支) ，日(北一本)

資料 X -26, 1949, leg. Tm'-I (F. 1549) 

Amanita Caesarea (SCOl'. ex Fn..) QU�'L."l 

手[1 1'1 :タヤゴタケ(食， T) 分布: I抗米. ﾆI (r:p ，トルコ); n (北一九)
資料: \~1-12， 1951 , leg. TOKI (F. 2825) 

の ハラタケ腐の種の枕友
犬形.. •• .• •• •• .. •• .• .. •• .• .. .. .. .• •. •• •• .• •• •. •••• •. •• •• •• •• " •• •. .• .. •• •• •• • • •• •• •. 1 
小形傘は 1~2.5cm，赤褐色の鱗状...，...........，.，.............，.... ..ヒメモリノカサ

1 鍔は単屑，傘ば白色で黄色宅どおびる・・ ・・ ・ー ー・ ............... ..シロモリノカサ

1 鍔は複層・・ーー・ ・・・・・ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ー・・・・ ・・・・ ・ ー・・・ ........2 
2 傘は白色で後三kt色をおびる・・・・・・・・・・ ー・ ー・ ・・ -ーー・ ・ー・・・・・田・ー. ..オウモリノカサ
2 傘は黒褐色の!憐状.. ・・・ー・ ・・ ・・・・・ ーー . .......... ー・・・・・・・・・・・ハラタケモドキ
2 傘は赤褐色の鱗状...................... '..,................. ー・ニセモリノカサ

�) テングタケ属の種の検索

外被膜持(士茎の基部に袋状の査として残る・・・・ー....................... "・・ー・ーー ーー・・ ・ 1
外被膜は傘と茎の基部に死状の附7剖向として残る...... .目・・・・・・・・・・田・・・・・ー・・・ーー ーー ー・ 4
1 傘は白色................................ " ・・・ ・ーー ・・・・・ ーーー・・・ ー・ ..2 
1 傘は黄色，憧黄色.. ..........・ー・・・・ー・ー ー.... .. ー ーー・ ー・ーーー ・ー・・・・・ ・・ ・・ 3
1 傘は灰色，褐色，緑褐色........ ..・・・ E ・ ..• .ー ・ー ー・ー ・・・・・タマプテングタケ
1 傘は紅色・・ー・・ー・・・・ーーーー・・..".，..'， .. ー・ ・ ーーー ーーー ・・・・ ・ーー・ーー ・・・・タマゴタケ
2 主主の表面は鱗状.... .・ー・ ー...............................'，.... '. ー.ドクヅルタケ
2 茎の表面は平滑・・.. -...".................,.... ー・・・・ ・シロタマプテングタケ
3 欄，茎，鍔は黄色か燈黄色.. ............ ・・・・ e ・ ・・・ ・・・・ ・ー・・タマプタケ
3 欄，茎，鍔は白色，壷は薄く深い・・・・ーーー・・・ーー ー ・・ー・ ・ーーー - ーー ー ・タマプタケモドキ
3 欄，茎は白色，鍔l士黄色，査は厚く浅い・・ーー ー・・ ーーー ・・・ー・・・・・ーーコタマプテングタケ
4 傘は深紅色・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・ー .......... .. ペニテングタケ
4 傘は赤褐色，肉は赤5をする.......... ....・・・・・・ ー・ーーー・ ・・・・ ・ ・ ー・・・ .. ..ガンタケ
兼外被膜 (Universal veil) -ー茸が蓄の時に外側を覆う膜で，平滑，粒状或いは粘質をおびる
が，茸が生長すると，種類によって袋状の萱になったり， 小さく裂けて傘の表面や茎の根元に
克となり，或いは傘と茎の表面に粒状，もしくは粘性の膜として残る。
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A. mappa (BA'l'SCH ex Fn.) QUﾍ鎰. 

和名:コタマゴテングタケ(毒， 1') 分布: f札米， 1~， ii[: (トルコ) ，日(北一本)

資料 IX -13 , 1949, Ieg. TOK1 (F. 1335) 

A. muscaria (L. ex Fn.) Quü~ ・

和名:ペ!ニテングタケ(毒， 1') 分布: f乳阿，米， f妄p 亜: (支，トルコ)，日(北

本) 資料 IX-1::l, 1949, Ieg. 1'm口

A. phaHoides (Fn.) QUﾉL. 

和名:タマゴテングタケ(毒， 1') 分布;欧p 米， _IUI: (支p トルコ)，日亡lヒ~本)

資料 X -17, 1947, Ieg. 1'OK1. (F. 86) 

A. :ruhescens (Pm;.s ex FR.) QT.: b ,. 

和名:ガンタケ(食， 1') 分布: I攻米，濠，亜: (トルコ)，日(北一本)

資料 IX -13 , 1949, Ieg. 1'OKI 

A. subjunquilla brλ1 

和名:タマゴタケモドキ(毒?， 1') 

資料: Ieg. bIAZEK1 (N. S. M.) 

分布:日本什産(北一本)

A. verna (Bun. ex Fl',) QUﾍ<:L. 

和名:シログマゴテングタケ(毒， 1') 

資料 X -17, 1947, Ieg. 1'OKI (F. 85) 

A. vﾏrosa (Fn.) Qu�.:r.. 

分布: I抗北米，濠， HE: 日(北本)

和名:ドクツルタケ ('J.t， 1') 

費料 X -17, 1947, Ieg. 1'OK1 

分布: f抗北米， illf: 日(北本)

Amanitopsis agglutinata (BERK. et Ct:nT.) SACC. 

和名:フクロツルタケ(1') 分布: 1次p 北米， _mf: (主) , 日 (:It-一本)

資料: Ie豆. bIAZEIロ (N. S. M.) 

A. vagina!a (BULL. ex Fn.) ROZE 

和名.ツルタケ(食， 1') 分布: 1札米，涼， iUi: C-~， トルコ) ，日 (ib--ヰ三)

資料\1[-4， 1950, Ieg. bUZE1U (F. 2130) 

Armillaria mellea (VAIIL ex FR.) Qr�-:L. 

和名:ナラタケ(食， B-L) 分布: I孔米，濠， __illi: (凶P トルコ)，日(ニ|ヒ一本)

資料 X -19, 1952, leg. 1'OK1 (F 3129) 

Claudopus depluens (B,\'l'I'CH ex Fn.) GTLL. 

和名:カクミノコナカブリ(1') 分布.欧，米， .rl1i: 1"1 (本)

資料:珊-10 ， 1950, leg. 1'mn (F. 2100) 
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c. nidulans (PEHR. ex FH..) KAHWl'. 

手11名.キヒラタケ CN-B-L) 分布: 1乳北米，盛: El (北一本)

資料: X1 -15 , 1950, leg. TりK1 CF. 2615) 

Clitocybe candicans (PEl:s. ex Fu.) Qríá,. 

手11 .fi :シロヒメカヤタケ (T) 分布: 1洗米，盟: (セイロン，ボルネオ) ，日(本)

資料Xl-15 ， lS49, leg. hL\Zl， 1汀 (F. 1845) 

斗qffi:の食毒性は不明であるが， ['[色，小 I1三の Clitocybe には:志非があるから注意を要する。

C. clavipes (PEHi'1. ex Fn..) Qnf;L ・

手11 ;f， :ホテイシメジ(食， B--T) 分布: I札北米，!lli: LI (北一本)

資料 X -17, 1947, Ieg. hL\ZEJ.汀 (F. 83) 

C. cyathiformis (BnL. ex Fr.) QU�'L. 

手11名.クロサカズキシメジ〈食， T) 分布: I抗米， illf:( トルコ) ，日(北一本)

おド千 X -17, 1947, Ieg. I)lAZEKL CF. 91) 

Collybia butyracea (Bn.L. ex FH.) Quh. 

手11名:ヱセオリミキ(食， N-T) 

:ðt~q，: X -,19, 1952, Ieg. hAZE!C 

分布: I札米，阿y 丘:i : (j!_C�) ，日(北一本)

C. platyphylla (PEI{S. ex FH..) QI・ f;L.

手11 ;f， :ヒロヒダタケ(食， T ， B---L) 分布: I乳米， 民: (支， j羽，トルコ) ，日(北

一本) 資料 X -19, 1952, leg. b[λZEKI 

C. radicata (RELlI. ex FH..) Qu í.;r，・

手11名:ツエタケ(食， T , B--L) 分布: I氏米，涼， iUi: (支，トルコ) ，日(北一本)

資料: X -6, 1950, Ieg. TυKl. (F. 2275) 

C. velutipes (CUH'l'. ex FH..) QF�.;r .. 

手!I ::fí・ヱノキグケ(食， B-L) 分布:欧，阿p 米， illi:(支y 凶 p トルコ) ，日(北

~) 資料 X -19, 1952, Ieg. TOKI 

Cortinarius caesﾍocyaneus BHT'l'Z.'J 

和名.アサギフウセンタケ (T) 分布: 1乳米，亜:日(北一本)

資料: Xl -21 , 1950, Ieg. TOKI (F. 2345) 

7) ブウセンタケ属の種の検索
内被膜器はグその巣状で不幸占，傘は粘性，茎は不粘性.... ....., ,., .. ,. " .. ,. .. ,. .......... 1 
内被膜l土鍔状にはならず，傘は乾燥して平i骨，欄，傘は血赤色.....，.......... ......アカタケ
1 茎の基部は球状に膨らむ，傘は待緑黄掲色，胞子は大きく 13~16x7-8μ チヤオピフウセンタケ
1 茎の基部はそろばん球状に膨らむ'.目".， ."........................................2
2 傘は黄褐色...... ..•.••.•.•..•••.••••.•.••.••••.• •..•..•.••..•... ....マンジユウガサ
2 傘は澄夫色.......... 0..................... ......... .... ....・・・アサギフウセシタケ

長内被膜: (Partial veil)視の下図を覆う膜で，傘の縁と茎に連なり，大低傘の縁から離れて，
膜状，繊維状，クその巣状の附属物として茎に残り，これらのものを普通ベ -J" と呼ぶが，特
に膜状のものを鍔と L 、う。
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C. multiformis FH. 

手11名:マンジユウガサ(食， T) 分布: !札北米， inf: 日本(北一本)

資料 X -19 , 1952, leg. TOKI (F. 3133) 

C. sanguineus (Wl:Ll<".) FH.. 

手11名:アカタケ (T) 分布: I乳米，亜: (トルコ) ，日本(北一本)

資料 \}--29 ， 1948, leg. TOKT (F. 545) 

c. triumphans FH. 

Epicr., 256 (1836)-Gnム， Champ. F r., 470, tab. 313 (1878)-COOKE, I1lustr. 

Brit. F lU1g. , 682-SACじ， Syl1. F lU1g. , 5: 889 (1887)-MA此， Brit. FlU1g. F 1., 2: 94 

(1893)~REA ， Brit. Basid.., 133 (1922)-Koxu.. et MAUJlJ,., Icon. Se1. F lU1g. , 129 

(1929)-LAXGE, F1. Agar. Denm. , PL. 85 , c (1938) 

C. crocolitus Qrh. , 6 Supp1. in Bul1. Soc. Bot. Fr. , 25: 288 (1878)-SACC. , 

1. C. , 5: 89D (1887)-RE.\ , 1. C. , 135 (1922) C. triumρhans var. crocolitus 

QU Í<:J,., Enchir., 72 (1886) Phlegmacium crocolitum RrcKEx, Blätterp. , 138, 

tab. 41 (1912) CNew to Japan) 

内[J只的特徴:傘は径 3-6cm， まんじゅう笠状，縁は内各， fS武間色(うぐいす色)を呈

するが rllダと部浪色，友商は.LF-i'f'}，粉毛状，粘性を有し，表皮は剥げやすい，肉は厚し硬くて

r'rÊ, jn~ll~ゴH~央; M!ljは茎に湾生或いは也生し，はじめ淡い.L1l色で，後たいしゃ色になる p 縁は

市IIIかい欠刻状;茎は 0.7~1x6~11.5cm， 主主部は球状にふくらみ，上部の 21i}にj主する. :f:也

色は汚黄色， 表而l乙補色， 倫状の杭を有し， J買211前官

はやや藤色を呈する， 肉 i土白色で， 阪!く充実する，

Cortina Iま赤n締4えで. I享いほをなし，不t(î性。

顕{地i~rl'~qS1%Z : 胞子は 13~16x7-8μ， 両端の尖

った.GlflFbカりやや変形で，表両突状。

手11名:チヤオピフウセンタケ(新称) (食. T) 

分布: I抗 E: 日(本)

資料 X -4, 1951 , leg. TOKI (F. 2899) 

Fig. 4. Spores of Cortinarius 
trÎz仰ρhans FH. 

チヤオピフウセンタケの胞子

C. cliduchus I土木菌に非常に似ているが胞子が小さい (9~ l1 x5~6μ) 。

Cortinellus edodes (BERK) S. ho et bLH, 

和名:シイタケ(食， B-L) 分布:日本，支那，セレベス

資料 IX -13, 1949, leg. TOKf (F. 1340) 

Crepidotus mollis (Fn. ex SCH.) Q侔 .. 

和名:チヤヒラタケ (B-L) 分布:欧p 米p 亜:日本(北一本)

資料: \111-10 , 1950, leg. TOKI (F. 2099) • 
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Crepidotus sulphurinus hlA í\ JヨIロ et TOKJ , sp. nov. 

Pileo generatim flabelliformis vel reniformis, Iateraliter brevissimo stipitato , 

0.7-1.3cm diam. , ca 1.5 mm  crasso, convex, conchiformi, margine incurvo, 

superficie pubescenti , sulphurino dein discoloranti, contextu concolori, ad 1 mm  

crasso, molli sed tenaxi non fragili, ex hyphis laxe irregulariterque intricatis, 4.5 

-6.5μcrassis composito, ex strato inferiori (trama) distincto, trama ex hyphis 

3~4μcrassis radialiter ordinatis composita, vivo cum contextu superiori 

subconcolori, sicco brunnescenti gelatinescentique; stipite laterali, raro absenti, 

brevissimo, 0.5-1 mm  Iongo , pubξscenti， flavo; lamellis ac1natis，士distantibus ca 

1 mm latis, 200μcrassis， primo f1avidulis, dein ferruginescentis, acie fimbriatis , 

ex paracystidiis (cellulae marginalis) omatis; paracystidiis clavatis, apice obtusis 

vel raro muc-ronatis, tenue tunicatis, hyalinis, laevibus, raro incrustatis, 31--44 x 

8-13/1; sporis subglobosis, apiculatis, flavo・brunnescentis， echinulato-verrucosis, 

7~lO x6~9μ， bisporis. 

Nom. jap.: Zaramino-chahira, nov. 

Hab.: on dead trunk of Wisteria floribunda. 

Materials: Ubutimura, Usui-gLù.l , pref. Gunma, leg. bL\ZBKI, on Wisteria 

floribunda , July 10, 1951 (F. 2790-Typus): Asakawa, Minamitama-glUl, pref. 

Tokyo, leg. TOJo , on 防Tisteria floribunda , Oct. 26, 1949 (F 1560). 
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Fig. 5. Creρidotus sztlρhurinus I1IAZ. et TOKT 

a) cystidia, b) basidia, c) sporeぉ and d) hyphae of the pileus 

ザラミノチヤヒラの cystidia (a) , basidia (b)，胞子 (c) お上び傘の組織の菌糸

Notes: TÌ1己 writers have coI1ected this new Creρidotus at Asakawa and 

also in the prefecture Gunnla. Both grew on dead trunk of Wisteria. The 
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plant is chracterized by the brilliant sulphur yellow pileus which is fair ly 

tenacious owing to the hyphae of the context being hardily differentiated from 

the vegetative hyphae, and the echinulate, subglobose spores which are bom 

two on basidia. 

r~J fJl'~(I'J特徴:傘は笹 O. 7~ 1. 3 cm，肝臓I1予で、後部に深い切れとみがある，縁はl勺にili く，夫

)î'rÎ は硫黄色，長い;J:Fl毛が密生p 不'fM生，内は硫黄色，柔軟，強靭で裂け難い;茎は極めて小さ

し O.5~lx1mm，去而は粉状， ïli:色，傘に侃生するが， 傘の後棒と基物商とは硫黄色の i岩

糸によって続若し，傘は{則元子または午ば777昔生の観を呈する; 1ífOは茎に着生， il与しはじめ黄

色F 後責初色になり p 縁に京i!lかい鋸歯をJi;-びる;胞子紋は鍔色っ

顕1)地;~fl句!日τj設:去!足以分化しない， 内は径 5~7μ の菌糸が不規則に， 弛やかにもつれあ

う， clamp connection は有る， ba:èidia は 2 つの胞子をつける;胞子は類球形，ぎiま、うし形，

手足同 lてまfIlかい刺をゐびp 資制色， 7~10 xG~9i'-; cystidia は間の縁にだけありァ視棒状， 8~ 

13x31~44，I1， 先制jに給F\7 1 をつけ，また宇um突起があるものもあるつ

手Il t'! :ザラミノキチヤヒラタケ(ýiJr)

本船ははじめ浅川で発見しp 従来未知の杭と:与えてし・たが，その後，群馬県碓氷郡応淵村で

も採集p 後者をタイプとして上記の1'iを与えた。 2 度ともフジの枯れた茎に生えていたが，守

主の選択位については今後たしかめていきたい。 4せがあざやかな硫黄色を呈するとと， r勾が比

較的丈たなとと ， n包子に細かい刺があるとと， basidia _f二に 2 例づっ作られるととなどが特長

でるる。

CrinﾍpeUis stipitarius (FH.) PA'l'. 

]oum. Bot. 336 (1889)-RK\ , 1. C. , 534 (1922)-Ko'SH. et MArnL. , 1. C. , 221 

(1933)-HOSGO, ]oum. Jap. Bot. , 27: 368 (1952) 

Collybia stiρitariαGnι ， Champ. Fr. 319 (1878) 

M arasmius stiρitarius (FH.) L~XGE， 1. c. 2: 28, p1. 49 (1936) 

肉nr~的特徴:傘は O.5~O.8cm，表面が一様に架色の光沢ある長い毛で被われ，毛皮状を呈

す， rll央部には千らな黒色の小班点がるる茎は O.lx2~4cm， 表面îl主傘と I"J色 I"J:I犬;摺は

離生， Iと!色。芝生上に孤生，群生。

顕彼鋭的特徴:胞子はほぼ惰円形で， 8~10x4~4.5p; cystida は禍の諒にあ上太さ 4~

5.5，11， 透明で‘y 担棒状を呈しp 先端鈍頭か， とがる，傘面の毛は黄褐色を呈しp 膜は非常に

厚い， 4.5~8x90~200po 

和名=-セホウライタケ 分布.欧，豆:日本件。

資料 V -5, 1951 , leg. TﾖKI (F. 2731) 

最近本部兵雄氏が大津附近で採集し，ニセホウライタケの和名をつけて報告された。分布は

広いものであろう。

Entoloma crassipes bIAzEKr et TOKI, sp. nov. 
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Solitarium vel subcaespitosum. Pileo 7-12 cm lato, primo conico-convexo, 

dein umbonato-applanato , margine juventate incurvato , superficie sicco, glabro 

(covered with thin, silky, whitish fibrils , which radial1y splitting afterward) , 

“ Snuff brown" vel "Saccardo's brown'勺 lineato-maculato， carne albida, tenui , 

ad 8 mm crassa, odore nullo, sapore Ieniter farinoso; lamellis primo sordide 

albidis (Pale olive buff) , dein pallide cameis CPale pinkish cinnamon) , distantibus, 

juxta stipitem ad 1.5 cm latis, ad stipitem acute ascendentibus, sinua,to adnexis, 

separabilis, acie undulato-dentatis; stipite J.5~2 x IO~] 8 cm, equalis vel deorsum 

leniter incrassato, albido, glabro, came solida; sporis in cumulo "Light vinaceous 

cinnamon" vel "Light pinkish cinnamon" , lati-ellipsoideis vel subglobosis, 

angulatis, 10-12 (-14) x 8-10/1.“Esculentum' , 

Nom. jap.: Urabeni-hotei唱imezi， nov. 

Hab.: in frondose woods (Quercus sp.) 

Materials: Asakawa, Oct. 4, 1951, leg. TOKI (F. 2947-Typus); do. , Aug. 

20, 1951, leg. TOKl (F 2818) ; do. , Oct. 6, 1950, leg. Tmロ (F. 2281); Huziyamaｭ

mura, Tiisagata-gun, pref. Nagano , Oct. 11 , 1948, leg. hIAZEIロ et To日 (F.975) ; 

do. , Oct. 10, 1949, Ieg. hIAzEKt et TOKI (F .1453) ; do. , Oct. 8, 1951, leg. TOIσ 

(F .2853) ; Nagasino-mura , Kawati-gun, pref. Totigi, Oct. 1952, leg. Isrzl�fA K. 

(F. 3181); Nagahasi-rnura, Kitatugaru-gun, pref. Aomori, Oct. 1952, leg. TOKI 

This is a good edible 1τlushroom in the field, and is soId in the market at 

Asakawa, every autumn. The genus Entoloma , however, is a group cumbersome 

to be d�tinguished the species poisonous and edible each other, particularly by 

the amateur mushroom hunter. There happen several cases poisoned by Entoloma 

which is supposed to be E. rhodoρolium or E. lividum. The present species 

and E. rhodoρolium grow in the s司me seaso江 and often in the same woods. 

Although the practised mushroom collectors can easily distinguish this from the 

other Entoloma , the careful attitude is needed in using an Entoloma for the table. 

o 5 10 . .  

Entoloma crassiρes is characterized by 

the large, solid fruitbody , the color of pileus 

which is drγ， brownish-gray (Snuff brown 

of RmGEW A Y) , not hygrophanous and finely 

streaked with short adpressed fibrils, and 

the large, stout and solid stem. The odor 

is almost none while the other Entoloma, 

especially in poisonous ones, have frequently 
Fig.6. Spores of Entol 

!)IAZ. et TOI江 a strong disagreeable odor. The taste is 

ウラベニホテイシメジの胞子 mild w hen fresh but becomes slightly bitter 

when cooked. Microscopically, the spores of E. crassiρes are more roundish 

(10-12 x 8-10μ) than those of E. rhodoρolium (1O-12x7-8μ) . 

肉nl~(I'~!トげ故:孤生叉は 2 ~ 3 1fl.J%Ji生;傘は径 7~12cm， はじめ鈍凶の円j;fíjlヲ，後開いて市

女笠状になる，縁は幼時内にをく;去町位焼， .Lf'-t骨p 帯褐鼠色 (Snuff brown-Saccardがs
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umber)，であるがp 白色絹総状の繊維で越くた沿われ，後，微細な白と鼠色の緋状を呈する，

I勾は白色でi返し無味， ほとんど無臭であるが， I積むと口 rllに糠の臭を残す;柵は幼時汚白色

CPale 01ive buff) ，後p 淡い肉色 CPale pinkish cinnamon) ; j球生， rþ広< (1.5 cm のも

のもあるλ 小さく深く直生状に湾生p 肉から離れやすい;鞍は粗い波状， 鋸歯状;茎は1. 5

~2x10~18cm，傘に比べて長<， ぼ!;f_f:.下同大p 少しく下方に太まるが時には徳利状をな

す;去百[は白色p カ\~毛， /4部充実して，使し縮れた繊維状肉質，胞子紋は桃招色 (Light

vinaceolJ.s cinnamon-Light pinkish ciぽlamon) 。

顕微鋭的特徴:胞子は類球形，多角形， 10~ 12( ~14) x 8~10μcystidia たし。

考察.本1:t1は E. rhodoρolium ( クサウラベユタケ)， E. nidorosum (コクサウラペニタ

ケ)に似ているものであるがタ後者は本菌より小さし茎は中2包兵の強いものであり，前方ー

は本r:tiに枇も J互いとはいえ p 茎が組長〈中空で，本lliiの充実し太い茎とははなはだ異なる。ま

た本商の胞子は類王却仇多角形 (10~12 x 8~ 10p) で p 桁円形，多角形(lO~12x7~8.μ) の

1持者の胞子より丸l沫をおび、る。本菌は優れた食菌でp 質は堅くてしまり，茸も大形で、あり，ク

サウラベニタケのごとき毒菌と区別するととは p 馴れれば大してむ歩かしくないので各地で食

川にしている。しかしクサウラベニタケもほとんど同じ山に，同じ時期]に発生するから細心の

注立が必要で、ある。

E. rhodopolium (FH..) Qu í.;r,. 

来11名:クサウラペ=タケ(毒， B-T) 分布:欧p 北米，昼: (トルコ) ，日(北一本)

資料 X -4, 1951, leg. TOKT (F. 2901) 

E. turbidum (FR.) Qr�.:L. 

和 lぞ1. コニセイツポンシメヂ(食， T) 

資料: leg. Il¥IAI (in Herb. Hokk. Univ.) 

Gomphidius roseus (FH.) GILL. 

分布: I乳亜:日(本)

手11名:オオギタケ(食， T) 分布 :i乳北米，亜:日(本)

資料 X -4, 1951, leg. TOK1 (F. 2904) 
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Hygrophorus er.ubescens Fu.8) 

和名:オオサクラシメヂ(食， T) 分布: 1乳北米，阿7 iltf:(西) ，日付。

資料 X -4, 1951, leg. TOKI (F. 2907) 

H. coccineus (SCIIAEFF.) FH. 

手11名:ベニヤマタケ(食， T) 分子Tj : 1乳北米p 濠p 亜:日本(北一本)

資料: leg. hIAZEKI (N. S. M.) 

H. conicus (SClHサ FE.

手i1名:アカヤマタケ(食， T) 分イ百: 1札コ!とァ液p 亜・(トルコ) ，日(北一木)

資料 X -26, 1949, leg. TOKI (F. 1567) 

H. miniat'lls Fu. 

手11名:アカヌマぺニタケ(食， T) 

資料: leg. bIAZEKI (N. S. M) 

分布: 1攻， 3kp 濠p 豆: (r:[J) ，日(北一本)

H. obrusseus Fn. f. pusillus bur 

手!l名:ヒメキヤマタケ (T) 分イjî :日本(本)

資料: leg. bIAT (in H己rb. Hokk. Univ.) 

H. oVﾌmls (BmL.) Fu. 

和名;オオヒメノカサ(食タ T) 分布: !乳北米，亜: 1I (本)

資料・， X -26 , 1949, leg. TOKI (F. 1566) 

H. pratensis (PEUS. ex FB..) FI1.. 

手n名:ハダイロカ、サ，オトメノハナガサ(食， T) 

資料:耳-21 ， 1950, leg. Toロ (F. 2346) 

め アカヤマダケ属の種の検索

分布.仇米， illf: Iヨ本件。

外被J演は粘る ・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・ー ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・目.. ., • . .. .. 1 

外被慣はなく，粘らない，質は硬い ・・ ・・・ ー・・・ ・ー・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 2
外被膜はない， i湿潤性ヘ 質は!沿い ・ー・ ・・ーー ・・・ ・ ・・ ............. ............3 

1 傘はばら色，肉は変色を散らす.・ ・・ー ー・・ーー・・・・・・・・・・・ ・・ー・・ オオサクラシメヂ
1 傘は踏赤褐色， 肉も同色. . . . . . . . • • .目・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ー・ー・ ・・・・・ ・ー・・・ゴ王子クヲシメヂ
1 傘t土アズキ色..................................................... .ヒメサクラシメヂ
2 傘は白色，欄は垂坐 ..........•...••....•.....•.•.•........... .‘.... ..オトメノカサ
2 傘は肌色，欄l土童生........... . 昼・・・ ・・・ ・・ ・ ・・・・・ー・・・ ・・・・・・・・・・・八ダイロガサ
3 摘は重生 ー・ー・ ーー ・・・・・・・・・ ーー・・ ・・・・ ー ーー................... .ー・ー ...4 

3 相は上t:t， III生 ..•. .・・・ e 田・・ー・ーー ・・・ ・ ・・ ー・・・・・・ー・・・ ・・・・・・・・・ー ・・ーー・・ 6
4 傘は粘る，赤血色 a 田・・ ・・・・・・ ー・ー・・・ ・ーー・・ーー....... .・................ .ベニヤマダケ
4 傘は粕らない，鱗片状................. . ・ ・・・・・ .........................5

5 傘は朱色........................................................ ..アカヌマペニタケ

5 傘は黄褐色.................. . ・・・・ ・・ー ・・・・・・・・ ・・・・ ・・ー. ザラヅキキヤマタケ
6 傘は緋色，黄色でi往々禄色にくまどられ，ついに黒色になる ............ ..アカヤマタケ

6 傘ははじめ緑色，後澄色，遂に紫色を帯びる .......................... ..ワカグサタケ

6 傘は黄色，非常に小さく 1.5cm .................................... ヒメキヤマダケ

持湿潤性 (Hygrophano日s) 傘の表商が湿ったときには水っぽい半透明状の観を呈するが，乾く
と白っぽくなるような性質をいう。
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H. psittacinus (SCH.AE:F'F.) FH. 

和名:ワカクサタケ (T) 分布:殴，北米，亜:日本(本〉

資料: leg blAI (in Herb. Hokk. Univ.) 

H. purpureo・badius hIAr 

和名:ヒメサクラシ之ジ(食， T) 分布:日本(本)

資料 X -26, 1949, leg. TOKT (F. 1568) 

本種は浅川試験林を Type locality とするものである。

H. turundus FR. 

和名:ザラツキキヤマタケ (T) 分布:欧，亜:日本(本)

資料: leg. hrAr (in Herb. Hokk. Univ.) 

H. virgineus (WULF.) Fn. 

和名:オトメノカサ(食， T) 

資料 X -19, 1952, leg. TOKI 

分布: 1孔市北米，濠， pliJ，亜:日(北一本〉

Hypholoma appendiculatum (BmL.) Fn.9) 

和名:イタチタケ(食， B-T) 

資料 X --19, 1952, leg. TOKI 

分ギlî ・北米p 欧，1m::日本(本)

H. fasciculare (HUDS. ex FH..) Ql1Í-:r,. 

和名:ュガクリタケ(毒， N-L) 

資料 X -19, 1952, leg. TOKI 

分イíî : I抗北米，濠， l::í::円(北-jL)

H. lateritium(ScHAEFF. ex FH.) SmmOE'l'. 

- 4~ ー

和名:クリタケ(食， B-L) 分布: I抗米， 2:(支p 西，トルコ)，日(北一本)

資料: X[-21 , 1950, leg. TOKf (F. 2347) 

H. velutinum(PERR. ex FR.) QUf:L. 

来11 1'1 :ムジナタケ (T) 分布: 1氏北米タ 1m::日本(北一本)

資料:湘一12， 1951, leg. TOKI (F. 2833) 

。) イタチタケ属の種の検索

傘は平j骨........... .・・・・・・ーー・・ ・・・・・・ ー.......... . ・・・・・・ー・ ・・ー・・ ーーーー・・・・・・・・・ .1
傘は繊維状，踏褐色，胞子には細かいreがある，胞子紋はほとんど黒色.......... "ムジナタケ

1 傘は湿潤性，質脆く，淡灰褐色，胞子 7~8x4.5μ ..................... ..イタチタケ

1 傘は湿i菌性でない，やや強靭 •..••.••••••••.••..••••••••..•••••.•••....•••.• ..・・ 2

2 傘は硫黄色，欄ははじめ硫黄色，後帯禄色，味はにがい.. ・・・ ー・・・・・ニガクリタケ

2 傘i士栗色，稲は帯責白色... • ・・ーーー ーーー・・・ー・・・ ・ーーー・ ・ ・・ー ・ーー ・ーー・・・・・ーグリタケ
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Inocybe fastigiata (SClIAEl"l". ex FH.) QUkL.1U) 

和名:オオキヌハダトマヤタケ (T)

資料 X -19, 1952, leg. TOKI 

分布: I洗米， mf: f](本)

1. geophylla (SOWElm. ex Fn..) Qub,. 

キ11名:シロトマヤタケ (T) 分布: I乳米p 盛: (西，ノj、毘)，日(北一本)

資料: Sept. 30, 1949, leg. KOBAYASr-Y. (N. S. M.) 

I. microspora LAXGE 

来11名:コアセタケ(新) (T) 分布: I乳_grr :日(本)

'$f料: Sept. 30, 1949, leg. KOBAYA日r-Y. (N. S. M.) 

I. lacera (Fn..) QU Í<a,. 

和名:クロトマヤタケ (T) 分布: I乳北米，亜:日(北一本)

資料: leg. IMAZEKI (N. S. M.) 

I. rimosa (BULL. ex Fn..) Qu í-;r,. 

和名:アセタケ(毒， T) 分布: I抗米， -~;.: (西) :日(北一本)

資料: ]X -13 , 1949, leg. TOKI. (F. 1345) 

1. umbratica QUﾍ<;L. 

手11 1'， :シロニセトマヤタケ (T)

資料: leg. hIAZEKI (N. S. M.) 

分ギli :欧， M: 日(北一本)

Laccaria amethystea (BULL.) MunJULL 

和名:ウラムラサキ(食， T) 

資料 X -19, 1952, leg. TOJn 

分布: 1坑北米p 亜:日(北一本)

L. laccata (ScoP. ex FH..) BEltK. et BH. 

手11名:キツネタケ(食， T) 分布: 1乳米，涼，亙l! : (トルニt ， 支) ，日(北一本〉

'1'(-料 X -19, 1952, leg. TmG 

10) アセタケ属の種の検索

傘は鱗状，暗褐色・・・・・・・・・・・ ・ーー・・ ・・・・ .• .................ー・. • . • • . . . . • • !7ロトマヤタケ
傘は繊維状.......... .. •• .. •• .... .• .. •• .• .. •. •. •• .... •. •. ...... •• .. •• .. .. •. •• •. .• .. .. 1 

1 傘は黄褐色 ....... .....•..•• ・・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ー・・・・ーー・ .......2
1 傘は白色.... ......•..•..••..•.••.. ....•..•••.• ......•• ....•• ...•..•• ...・・・・ー・ー・・ 4

2 傘は放射状の大きな裂け目がある， Cyst. は撲が薄い...... .• オオキヌハダトマヤタケ

2 傘は細かL、裂け目がある Cyst. (ìÆ英が厚い .•..•. •. ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ーー ---.3
3 胞子は 8~10x5~5.5μ ...... .... ............ ・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・.アセタケ

3 胞子は 6~7.5x4~4.5μ... ，...................... ..・ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・.ゴアセタケ

4 径 2~5cm，胞子は多角形...， ......・・・・ ・・・・ . •.•... ..........シロニセトマヤタケ
4 径 2cm，胞子は平滑， Cyst. は膜が厚い.. ..司.，.......... •....•.. ....シロトマヤタケ
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Lepiota acutesquamosa (WETS�r.) Guム11)

手11名:ォ=タケ(食， T) 分布:欧，北米， HE: 円(北一本)

資料 X -4, 1951 , Ieg. TOKI (F. 2919) 

L. clypeolaria (Bnr,. ex FH.) Qub,. 

和名:ワタカラカサグケ(食， T) 分布: [抗北米， .ill!: ß 本(北一本)

資料: X -4, 1951, Ieg. TOKI (F. 2920) 

L. cristata (BoL'l'. ex Flt.) QﾚL. 

45 ー

手11名:キツネノカラカサ (T) 分布: !款 p 米， "Ì~ま;t illf:(支 p トルコ) ，日本(北本)

資料: IX -13 , 1949, Ieg. T01CI (F. 1346) 

L. granulosa (BA~'SCII ex FR.) Qu'b,. 

和名:ヒメオニタケ (T) 分布: I乳北米，盟 :R本(北本)

責料 X -26 , 1949, Ieg. Tmζ1 (F. 1581) 

L. procera (5ι01'. ex FI:.) QrﾉL. 

和l名:カラカサタケ(食， T) 分布: I洗米， i:長， \)P}，亜: (支 p トルコ) ，日(北一

本) 資料 X -17, 1947, Ieg. brAzEKT (F. 87) 

L. Vittadinii (MOI:.) Km゚ um. 

手11名:シロオユタケ (T) 分布:欧， illi: 日本(本)

資料 X -4, 1951 , leg. TOKI (F. 2907) 

Lentinus lepideus FH. 

和名:マツオウジ(食， N-L) 分布:欧，北米，涼 ， U:;: : (シくリヤ，トルコ) ，日本(本，~ヒ)

資料 X -19, 1952, Ieg. Tm;:r 

Marasmius androsaceus (L.) FR. 

不11名:オオヒメホウライタケ (N-B-L)

tf::料: Ieg. hlA1 (in Herb. Hokk. Univ.) 

M. confluens (Pmts. ex Fu.) RrcKEx 

分布.欧，北米P 並:日本(本)

手11 1'j :ナマタケ (B-L) 分布: f抗米，嵯: (トルコ) ，日(北一本)

資料 W -23 , 1948, Ieg. TOKI (F. 542) 

iI) カラカサタケ属の種の検索

鍔i土芸から離れ易い .... ..ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
鍔は茎から離れず，大きく，薄い膜質，中形 ............................................2

鍔は傘，茎の表皮と同じく細T立をおびる，傘(土踏褐色，高さ 5~3cm.......... ..ヒメオニタケ

1 大形(高さ 30~20cm) ，傘は倍褐色，大きな鱗片をおびる，茎には蛇紋がある.カラカサタケ

1 小形(高さ5~2cm) ，傘の地は白色で赤褐色の給状にならよ;小鱗片がある..キツネノカラカサ

2 傘は黄褐色で， 突った:asで覆われる.... .......... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・オニタケ
2 傘(主白色で，大きな:asで覆われる.................. ..ー・ー・・ ・・ーー・ー・・・・・・・.シロオニタケ
2 傘，茎は葉褐色で，綿毛状の鱗複を彼むる.........，........ ..........ワタカラカサタケ
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M. siccus (Scnw.) FH. 

和名.ハリガネオチパタケ (B-L) 分布:北米， ilE:I=J(北一本)

費科: ¥I -23 , 1948, leg. TOKf (F. 544) 

Mycena polygramma (BULL. ex FR.) Quíu,. 

手J1名:アシナガタケ (B-T) 分布: !氏米， ift~:(問p トルコ) ，日付ヒ一本)

香料 X -17, 1947, Ieg. TOKI (F. 102) 

M. pura (PEIlS. ex FH..) QU�'L 

和名:サクラグケ (T) 分布: I丸米，設l7 阿， iU[: (トルコ) ，日(ニ|ヒ一本〉

資料 X -19, 1952, Ieg. T川口

Omphalia umbratilis (Fu.) GrLL. 

和名.コクロサカヅキタケ (T) 分布: I攻北米， inf: 日(北一本)

資料 X -19, 1952, leg. TOKI (F. 3137) 

O. campane!la (B.¥'J'. ex Fn.) QUf:L. 

手!1名:ヒメカパイロタケ (N-L)

資料・ X -19, 1952, leg. TOKl 

Panus stipticus (Bm,L.) Fn. 

分布:欧p 北米) i1:f: (西y トルコ) ，日(北一本〉

和名.ワサビグケ (B-L) 分布: I坑涼，北米， il:i: (j!fj , トルコ) ，日(ニ!じ一本)

資料 X -19, 1952, Ieg. TOKI 

Paxillus panuoides FH. 

和名.イチョウタケ (N-L) 分布:欧，北米，涼， l::i: EI (北一本)

党料 X -19, 1952, leg. TOKI 

Pholiota adiposa (FH.) QUﾉL.1") 

和名・ヌメリスギタケ(食， B-L) 分布: f札北米，Jlli:(トルコ) ，日(北一本〉

査料 X -26, 1949, Ieg. TOKT (F. 1582) 

P. aeruginosa PK. 

和名.ミドリスギグケ (N-L) 分布.北米， fl:i: [J (二|七一本)

資料 X -19, 1952, Ieg. TOKI (F. 3138) 

P. caperatus PEIlS. ex Fn. 

12) ヌメリスギタケ属の種の検索

地上に生ずる................... • ・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・ ・ー・・ ・・・・ ..........1 

1樹上に生ずる・・・・ ・ ・・ ・・・ ・.................... 0............. ー ・・・・・・・ ・・ーーーーー・ 2
1 傘は貰褐色，不粘性 ••. .・ ー・・・ ・・・ •••••••••••.••••••••••..•••• ..ショウウンジ
1 傘ばJ，(~掲色，粘性・ ・ー・・ ー・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・ .•••••.••.••••• ..ヅチナメコ
2 傘は粘性，大鱗片を有し，黄褐色， ì開業樹上・・・・・・ーョ ーー .•.••• ，・・ ヌメリスギタケ
2 傘は乾燥，鱗状，褐色に緑色をくまどる，針奨樹上 .....'.....0......... .ミドリスギタケ

2 傘l士湿潤性，平滑，茎は著しい鱗片を:有す，小形.. .司.，...... ，.......センボシイチメガサ
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手11名:心ヨウ"ンジ(食， T) 

資料 X -19 , 1952, leg. Tm;:r 

.1:'. erebia (FI:.) GrLL. 

分布: I札北米， j~巨: (トルコ) , J 1 (北一本〉

手11;[1 ・ツチ r .J コ「食， T) 分イlî : ，乳北米， l'者 ， m~ 日C-Iヒ一本)

ff料 X -19, 1952, leg. Tt>K.I 

P. mutabilis (ら lL\EI-T. ex FI:.) Qrí,L. 

手11名:センボンイチメカ、サ(食， N--B-L) 

資料: ]'( -30 , 1948, leg. Tokr (F. 1591) 

Pleurotus serotinus (PEHi'. ex FH.) GTLI ,. 

うト干， i : ，攻， ;:.Jじ苅と， _rn_~: r 1 (本)

• 47 -

手11名.ムキタケ(食) 分布: ，札シベリヤP 北米，涼， flI: (トルコ) , 11 本(本一北)

資;{，千: X -19 , 1952 , le豆. TOKT (F. 3146) 

考察:本間は将泊プナ l乙生えるプナ併の茸と考えられているが，ィーH:が海抜 200m 前後

の，東京近郊の11I;い山に産するととは興味がある。

Stropharia aeruginosa (CrH'[. ex FJ:.) Qd:L ・

手11名:モエギタケ (it~ ， T) 分布:欧， .1けと， lnf: (トルコ) , rI (北一本)

lf*ご~: X 一一19 ， 1952, leg. TOKI (F. 3143) 

Tricholoma albobrunneum (PEI:S. ex FJ:.) QrEl.Y) 

手11名:マツシ式ジ(食， N-T) う〉干"i : ，吹， i::[: rI (:<'(>:--.1 ヒ)

'tfH: X -4 , 1951 , leg. T()]~r (F. 2931) 

T. japonicum KA\\'λ)Il ïL\ 

手n :f， :シリ心三シ(会， T) 分布 :rl 本(ね

資料 X -19, 1952 , leg. TりI王I

T. nudum (Bn.L. ex FH.) Qr�-:r.. 

平11 1'1 :ム 7 サキシメジ(食， B-T) 分{jî : !Xj~ ， ;'，長，北米， !g~ ・(ト，[コ)， 11 (北一

1:1) シメグ民の極の検索

傘i士粘'I't，繊維状ー............. .・ ーー..... . ー ーー・ーョ ー，ー l
傘l土不粘性......... . ・・・ ・・ ・・ . ••.• .....2 

1 欄の色(土不安，傘の地(土黄色で，表面は黒色後継代ーーも.. .宇 一 ー ー アイシメジ

1 摘は褐色に安る，傘(土護赤褐色 ーーー・ー・・ ・ ・ ーーー マツシメジ
2 傘は鱗片状，鱗状，粒状の毛をおびる. . . . . .. ••.• -. • . -. • -. . . . . • ーもー 3

2 傘は平沼................ _0'  ーー・ーーー ーーーー ... .回忌. ..  ー・ ー・・・・・ ー ・ 4

3 摘の色I士黄色，不ZE，傘l土赤褐色粒状の毛主主占びる，針葉樹切除上・・・・・・・・・ーサマヅモドキ
3 欄の色(士灰白色， f昌ZE，傘(主黒褐色の大きなさ秀片を被むる.... .. ー・・... ....タロケシメジ

3 摘の色(士白色.褐~，傘(土黒褐色のIJ、さい鱗片を被むる................ .... ..7 マシメジ

3 欄(土白色て、縁が淡い紅巴をおび，傘は黒潟色議活i犬................... .ケショウシメジ

4 傘(土灰緑色，茎(主黒色の識経を被むる . .. ・..・ ー・・・・・・ ・・・ ・ー・・・ミネシメジ
4 傘は紫色.. .・・ ・・‘・ ・・ ・・・ー ・一ー ーー. -_.... -_.. ー ・ムラサキシメジ
4 傘は灰白色で，傷つくか，乾くと J号~する . .・・・.. .. ーー・ーー・・・ー・ ーースミヅメシメシ

4 傘(土手L白色.・ ・・・ ーー・ ・・ ..•.•• .. ・・・・・ ・・・・・ ・・ ・ E ・..シロシメジ
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本) 資料 X -4 , 1951, leg. TOln (F. 2932) 

T. orirubens Q1Íü ,. 

1. C. , 2 : 327 (1873) -S.\cc. , 1. C. , 5 : 101 (1887) -RrほE1\， 1. C. , 337 (1914) 

-REA , 1. C. , 224 (1922) -KOXH. et MAUllr.., 1. C. , 255 (1927) 

Agaricus terreus var. orirubens Co川口、 Handb. Brit. Fung. , 2: 31 (1883); 

1. C. , 86 (1881) (New to Japan) 

肉fIl{(If.]特徴:傘は径 4~6cm， di女笠:[犬，色ば茨制色， I[t央部ではJ;l;~同色を呈する，表而は

l立状或いは小:6J:O;.~えを ZEび、るク肉は n色であるが外気に触れると淡いばら色を帯び， Y~5- < て，

)陪い;刷は茎に笥生しタ白色であるが，鞍がぱら色を帯び，疎である;茎は 0.5~lx5~7Gn

で， 下部i王ど太い，去TIíiはドI色p 長部はばら色をJ;皆ぴ\和ii毛状の機材f~を纏う. r勾 l土充実し， J'l 

も 0 ⑩
_~OO 

f ¥ 0 5 

Fig. 7. Spores of Tricholo問。
orirubens QUÉ1~. 

ケショウシメジのJJ包子

ま士可'rî : ~X ， 回: 日 ( 1~) 

色であるが傘と[， i)様に変色する。

顕i地'~(i句特徴:胞子は桁円 I1丸 ':-1判で 4.5~5.5>< 3.5~ 

4.0,11; clamp-connection を有する;夫皮の組椛は平行lïi

純でなれ傘のmø.f. J ;-はとの)去がちぎれて，反転したもので

ある。

手111í :ケショウシメジ(析祢) CT) 

資料 X -17, 1947. leg. brAzEKI (F. 84) 

二J討を: 2 , 3 の近誌の聞があるが，捌茎肉がぱら色に詐色するととがJl正大の特徴で，とれ

によってクマシメジ T. terreum ， アクヂシメジ T. scalρturatum 等と区別され，また T.

at1osquamosm It刷に marginal cel1があって本rMと異なる。手!llíは化粧シメジの意味で、あ

る。

T. rutilans (SCllλEFJ.'. ex Fn..) QUEL. 

手11名:サマツモドキ (tふ N--L) 分布: I札北米，涼， .!ni: (トルコ)， R (北一本)

資料 X -,1, 1951 , leg. TOK~ (F. 2935) 

T. saponaceum (FH.) Qu�.:r.. var. squamosum (COO1ζIつ) Rlは

1. Cリ 227 (1922) -Koxli. et MA1TllL. , 1. C. , 245 (1927) 

Agaricus saρonaceus var. squamosus CO()KE, Handb. Brit. Fung. , 2: 33 

(1883) ; 1. C. , 89 

Tricholoma saponaceum var. adosiaca Blme. , Ic. Myc. , 2 : 86 (1927) ーLAXG. ，

1. C. , 1 : E:O, p1. 26 (1935) (New to JapanJ 

肉1I1~的特徴・傘は 3.5~7cm， はじめ竿球jl';， ::j;く弟に聞いて{日平から更に阻状ないし針E状に

在るがp 中央部は少しく突出する，色は幼時i土帯緑，或いは暗い;埋立色，後くすんだ禄色とな

り p ついに帝緑茨白色か，淡茨r:'l色になる y 支聞はやや湿潤'1:'1，で、あるが粘らすコタ煤色の粒状の

柔毛を続生する p 表1~乙は剥げやすい， r}.Jは厚く，白色p 割合に硬し傷つけば徐々に帯裕ピン

ク色に変色する;欄は茎に寄生し，はじめ白色者いは乳白色であるがp 似つitif'帯招ピンク色
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に変色する，北'1交的l豆しやや疎である;茎は 2.5~8xO.8~ 1. 5 cm , F1'i~はややがJ鍾11去にふ

くらむか主主部で車11ほ札色は汚緑色で，上部l主いは老成すると帯掲或いは，;iF黒i'1色に~る p 表

聞は煤色の毛が.mp~状に附着しp 触れると詐易に訴ちる，伶jは結んだ融市1&状で p 組にi畏まり y 汚

ドI 色で， )，~1'i~ iJ ~1，'/~糾ピンク色に変る;:W，は苛~~いが，清涼な刺戟臭がある 11向むと味はないが

日中に苛央いにゐいを残す。

顕f蹴:UI句q:;'i徴:胞子は 5~6.5x2.5~4.5/L ， 十百円形で，ヱi三滑である cystidia はない;傘の

組織は全体もつれあった菌糸からな札 去皮の分化は顕著でないが， IÌ;Î糸の先立NJが在日制犬に

膨れ淡いi~~色を呈す， 1~糸には多くのc1amp-connection が認められる υ

。
。ο
も
日 10
ト一一一一一」ー---l

Fig. 8. Tricholoma saρonaceltrn var. sqU:lrnOSUJ明 (CKE.) RE.¥ 
Spores :md pyphae of the surface of the pileus. 

ミネシメジの胞子と傘の表面の菌糸

和rl: ミネシメジ(新称) (T) う}トイrî : 欧， 亘~ : B (オ三)

資料 W -23 , 1945, leg. TOKt (F. 1G86) 

考祭 : T. luridum , T. album は;f":I~îに似てるものであるが，ともに綱が変色せや， こ

とに前北はアセタケのように去皮が裂けてくる勺 T. salうonaceum 沿よび他の変和は茎が給対え

でないととで尽なる。

T. semitale (Fr:..) RrCKE0;" 

L c.. 358 (1914) -Ko:;:ll. et M.\l;LJ.. , 1. C. , 251 (1926) 

Agaricus semitalis FE. , Epicr., 82 (1836) -COOKE, 1. C. , 184 (1883) 

Collybia semitalis Qrb.. Champ. Jura Vosg. , 1 : 92 (1872) -SACC. Syll. Fung. 

5 : 204 (1887) -REA , 1. C. , 329 (1922) 

Tricholoma aggregatum var. semitale L. M.\Tlu; , Etude synth. sur le geJl.re 

Tricho1., 69 (1916) (New to Japan~ 

肉1I1~的特徴:傘は径 3.5~4cm， はじめ半球形p 後まんじゅ笠.i)とになり， ついに 'Ii.らにな

る p 色は茶を本~.o:~た11( c0_で，後淡色になり，やや湿潤性で乾くと白っぽく t退色する，支而l土_j j五

十l'}で表皮は削げやすい，縁!土はじめ内がわにをき，筋が透視される，肉は薄いが上七校(1';l'I~世間で

淡到色を帯がる;予知土i芳生または上生p 巾玄しややあらく，同いものを多くまじえる，禄J土
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大きく波状を呈する，色は?矧色で似つけば主:くなる;茎はやや斡IjJ~YT'e，ほとんど上下[ì，]大

かp 下fn~太くなり， 5~4cmxO.5~lcm，表町は都内山色でp 絹糸状p 上部は刺lかし似;)，'を

帯びp 基部iこは長<. ，'，い粗毛が密生する，傷つけば県変する p 内部は l礼色で，はじめ髄を有

し，後Q'2与となる，乾燥すると全休県招色ないし黒色になる;胞子紋は白色。

顕微封UI']q目立:胞子は大きさ 6.5~9x4.5~5μ で， -r，lijttiJの尖った卯:11丸或いはやや菱形を

呈し， 21'-)骨でるる;傘のキ11.織は表皮， ，勺 '['tl膏に分れ，夫j之!ま平行に走るrn糸からなり，細く，

2~3.5/1.， ，材質部の菌糸ははるかに友い， cIamp connection は多数E沼められる。

松林の地上に群生。

o 5 10 
』一一ーー」一一一一_. -, , 
Fig. 9. TricholO1刊a se例itale (FR.) RrcK. Spores and th巴 rac1 ial section 

of the llpper sllrface of the pilells. 

スミヅメシメジの胞子と傘の上回表fR部の放射j;1[国

キ!1名:スミゾメシメジ(新称) (食， T) 分布: ，丸豆・f1 (本)

主目立f: X -26, 1949, leg. Tmα(F. 1559) 

ヨヲ供:*菌は T. infumatum , T. inl1nudum , T. trigonosρorum とともに県変する

グル{プでるるがp との 31lîによ七して占之もエノキグケ}"rt Collybia に;江いf.illである。

T. sejunctum (Sow. ex FIl..) QUﾉL. 

手11名:アイシメジ(食F T> 分布・欧p 北米pHE. 日(本一北)

i"fl'千 X -19, 1952, Ieg. TOKT (F. 3144) 

6 5  10 o 20 40 
.ι__，輔副嗣」一ーー田」剛

Fig. 10. Tricholoma squarrulosurI1 Bl:.ES. Spores and the radial section of the 

upper surface of the pileus. 

クログシメジの胞子と傘の上国表層部の放射断面



浅川 l実験林のキノコ (今関・土岐)

T. squar・rulosum Bl:ES. 

手11 1'j :クログシメジ(食， T) 分布 : JX}(, 1lli: n (本一」ヒ)

ffキ'1: XI-6 , 1949 , Ieg. TりKI (F. 1ε03) 

T. terreum (SUllλEFl'. ex FIL) Qd; r,. 

キIlfí ・クマシメジ(食， T) 分布: 1札北米， ii~[: f1 (本一北)

:tH'I: X ←ー19 ， 1952, le豆.Tけ KI

Russulaceae ベニタケ件

Lactarﾌus acris (Bo L'l'けx ex FH..) Flt.l!) 

51 ー

Epicr. Myc. 342 (1838) 一CKE. 1. C. , 941 (1888) -RruK. 1. C. , 32 (1910) -

RIèλ ， 1. C. , 485 (1922) -LAXGE, Stuc!. Agar. Denm. , 7 : 32 (1928) -B. K-'.\lJ叩&

W. N.ECI 

肉f1M的叫す設:ぎjtは 2.5~6cm で双葉制色ないし/ll日'UM色を呈し l' ，.;J-!::ffJ\i7{少し凹むか p や

や11Ifj.~1 状をなし， 来Iえが幻jげる，とたf]':i! :t.lJ}~えで、 ~Il:'}.と部に小敏がある y 肉 l土傷つけば速やかに桃

色iこ変じ p 刺快(i"j なf汗しい手I川とがある;宇1mはlÜ~tで析にùUt.， クリ{ム色，やや訟でかつìjjj

L 、，茎は 0.5~1 cmx2.5~6 cm , ほとんど二I:TlliJ大， 傘と 111]色か淡色をなし，粉状をと呈す

る，内部は叫な髄でJ古まる:字Lははじめn 色，乳:1:1;:で、あるが，~:jiliに tJt変しp 後減ドlil して武(1 色

となる; )j包丁殺はクリーム色。

H) テチタケ同の偲の検索

乳はほ京ないし亦燈:fu色. .. .. " .. .. .. .. .• .. .. .. .. .. .. .. .. .. • • .. .. .. .. .. " .. .. .. .. .. .. 1 

平しははじめ白色であるが， 後史色................... .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・ー・・・・・ 2
乳は白色で変色しない・・ ・・・ ・・・・・ ーーー ・ーー・ー・ ・・・・・・・・・ー・・ .............4
押し!工JlÍ1.'赤色で青変する .. .. ・・・ ・ ・ ・・ーー・ ・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ .... ..ツ〆、ケ)
1 "Í.とは鮮'i'~fjlを巴， モミ 1本に多い. ー ーーー ・・ 田・・・・・・・・ー・ ・ ・・・・・・・・目.. 0.. アカモミタケ
1 手伝はliJi澄黄色，傷つけば著しく青空，マヅ 713 よひ卜ウヒ僚に多いー .......... ..アカ川ツ

2 乳(主結色に交る，傘(土淡い支色，問主，味(主辛くない，モミ林に生ずる...... ..キハツ〆ケ

2 乳(士長色に~る，傘(主紫灰色ない L淡栗褐色，同心叫がゐる...... ..ー・・トビチヤチチヌケ
2 手Li土問かに古色に!fる，傘は白色...................................... ..カワチチタケ

2 乳(士淡ゐ屯Lに1とる・・・・.. .. ー・ー ・・ ・・・・・ ー .....................................3
2 手L(土淡治色に:02る ...............•.. ..ー・・・・・・ー ............................... .10 

3 布jJは ~r:1j~ にJ札傘(士鼠褐色，味辛い ・・・・・・ ・・・・・・ ・・ー・ ヒロハウスズミヂ4 タケ
3 間はや L 密，やは!灯晃色， ~:t~ヂf\，、 [1.抗日時 ì~'工学はWî性 ••••..•• ..ハイイロカラ予チタケ
4 乳(土半ぃ.. . . . . . . .. . . .. . . • . • • . J. . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . ー・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・・・ 5
4 手しは辛くない.............................. .・・・ ー ーー・・ ・ ・ー・・・・・・・ ..............9

5 傘の表面はピロード状・・ ー・・・ ーー ・ーー ・ ーーーー・ ・・ー・ ・・ ・・・・・・ー・・・・・・・....... 6 

5 傘の表面(主平滑 ......... ..ー ー・ ー・・・ ・ー・ ・ ・・・・・・・ ・・・...... .... ...... ・・・ 7

6 ~主(土白色，間けばなはだ宮、 ・・・・ ・ー・田 ・ー・ー ーー・・・・ ーーーー・・・ケシロ戸ツモ i、キ
6 ネ(土白色，欄に球 ............ .. ーー・・ ・・・ー・ -ーーー・・・ ・ー・ー・・・・・・ー ケシロパツタケ
7 卒(土白色・・・・・・・・ー・・ー ・ー・・ ーー・ーー・ 田・・ー ー............ 0... ・・・・・ー・ー ・ ・ ー・・・・・ 8
7 :-lfとは汚褐色，小形，緩慢に辛くなる.. .. ーーー・・ ・・ーーー....... ...ー ・・・・・.ヒメチテタケ

8 芸(工逗太，やや密ー・ー・・・・ ・・ ・・・ーーー ー・・ー ・・・・・・・・・・・・・・ー・ ・・ー ・・ー・ーツチカムリ
8 茎は細長い!士なはだ密 ー・・ -ーーー・ーー ー................. ..............カワチテヌケ

8 縞ははなはだ政，ギ面平沼， (立京色................ .ー・ーー・ー・ ・・・・・・・・・・ヒロハチチタケ

9 澗はやや密.. .目・・・・ ・ ・ーー ーー ・ー・ー・ーー ・・・・ ー.. .・ ・・・ー ・・・・・ー ・・ ・ ・・ー .10 
10 澗は陪赤褐色，傘l土法赤褐色 ・ー...... • ーー ーーーー ーー・チリメンテテタケ
10 闘は淡干す白色，余は:乏黄色・・ ー一 • • . • . . . . • . . . ・・ー ー・ ー・・・チチヌケ
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顕微鏡的特徴:傘耐は L. subρlinthogalus と同様に滞

膜の短い毛で被われる，胞子は 7.5~8.5x6.5~7.5μ(網

表的I は網目制球71五(:f:?lil乙広楕円形) , 目を|活ぞいて)，

状。

来11名:ハイイロカラチチタケ(潟f税;)

(本)分布: 1乳且lf: n 

めw
磐
→

敬
一

52 

資料: X -4, 1951 タ leg. TOKI (F. 2910) 

考察:本f~îl土 L. fuliginosus , L. azonites に最も近Fig. 11. Spores of Lacfarius 
acris (BOLT. ex Fu.) FJ:. 
ノ、イイロカラチチタケのIJ包子

L. fu日ginosus L. azonites L. acns 

|さんごばら色に急斐

いものでまうるがrたにそのよ凶主を言己す。

はなはだ辛いなし

11 

はなはだ粘る11 

やや辛い

白色，不主主
(肉は人参色に糊変， 2 分後)

| 不粘

味

手Lの~色

(雨
傘面

l 乾 粉状" 細かいピロード状

?5~9X?~8μ ?~8x6.5~8μ 9ヘ， IIX9~10μ子目包

なお， JC'Ar'l'H & Nm!llりFI' によオLば L. azonites BIIEf'.は L. acris であるという。

L. corrugis P". 

Rep. N. Y. St. MU8. , 32::n (1880) -SACC・， Syll. Fung. , 5 ・ 449 (1888) -

A'n:IXSOX, Mushroom, 116 (1903) -COKEH, Journ. Mitch. Soc. , 34: 55 (1918) 

-MURlUU , L1oydia, 2: (1948) CNew to Japan) 

肉眼的特徴.傘は径 4~7 cm，鰻頭笠状で Iド心やや f!lJ み， /1昔符赤色で p 表面ま!日いピロード状

を呈する p 防jははじめ ÍIいが外気に触れると赤伺色に変る;捌は幼時朱色に近いがp 後淡い武

傘在ri と i寸じ色か或いはまた傷つけばi出色になる茎は 3.5~5xO.7~lcm で p制色になり P

淡(，将状を呈し，内部はフヱルト状の肉が粗< 1貨まっている;乳液は白く，多量で、P やや渋

材、を干了し， ;:Þ(第に掲変する。

顕微Z己的特徴:胞子は 8~11X 10~11/1，類球形で， ~Itj 日ょff(_の J，J~を有する cystidia は 6~

それに伴い8x50~70( ~95)/1，紡錘形p 表聞に [lrl{11があり，弐第に細胞膜が内側に!亨ーくなり，

また傘町にも cystidia :f犬の市111胞が密生し， 3~6x20~60( ~100)μp 無色から?史的色に変る;

棒状を豆:し，火1f:;に院が厚くなに夫!支の球}1}~1I 1胞から直接に生える u

(本)分布:北米7 iI[: 日(食タ T)手11名:チリメンチチタケ(新称)

資料lX -13 , 1949, leg. Tm::r (F. 1350) 

考察:従来4，:菌とチチタケL. volemus とは，傘の表面が~1î.1廿かp 品目1かい \c" ロ{ド状かp

また宇1mの色がが乳白色か， /lit赤倒色かなどで区別し千らか，著しいチリメン状の敏があるか，

てきた。
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0 :, 1,0 

Fig. 12. Lactarills corrllgis PK. Cystidia on the lamellae (a) and on the upper 

surface of tñ巴 pileus(b) ， and spor巴s (c). 

53 ー

チリメン子千ケケ cystidia， a) ，士ヒダの面の cyδtidia， b) 1士傘の;表面の cystidia， c) 1士胞子

しかしとれらの作長はかなリ不安定のようである勺1.傘の支而が 1:' ロード状でるるととは，

cystidia :1犬の制11胞が友rMに続生してし‘るからであるが， 内1I1~íl"Jには -~I!j'/'}らかとみられるチ

チタケにも， IliJ様の志11\胞が常生している。ただとれらが!剤取的に~:~を現わすのは p 傘の夫!えの

地色に支Ili~されるからで， 色が浪い場合には毛が浮きたってみえ ， iØ~い時には見逃されやす

い。したがってピロ{ド状の Eが千fる力1~1，、の区別ではなく，地色がitEいか淡いかの区別にすぎ

ないように考えられる。 2. 傘の去百の敏はチリメンチチタケでは極めて顕者である。 しかし

チチタケといわれるべきものにも同様の織がしばしばあらわれ，特に乾くと敏ができやすい。

したがって絞め有る無しもまた変りやすい形質である。結局残るととろは捌の色p4Fに若い茸

の禍の色が両置の最大の区別点になる。しかしとの色にもかなりの変異性があるもののようで

あるが，との点については今後の観察にまちたい。また以上の区別点も p 一つづつをとりあげ

れば変異性があるために，種を区列する要素とは認めにくいがp もしとれらの1mに相関性が認

められるならば，両極を区別するととは必やしも|司難ではない。いやれも今後の研究課題とし

て残される問題である。
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なおp ピロ-)ごチチタケ L. lufeolus PK. も 4ぞの夫IIJÎがピロ- F状で本日:にお11以1 するが，

胞子治:小さ L 、こと (5~5.5 x5~7 .5/l) で区川さ flる。

L. deliciosus (L.) Flt. forma laeticolorus hxr 

和名:アカモミグケ(食， N~T) 分'{Iî : rI (イヰ 北)

-?t料 X --26, 1949, leg. TOI王[ (F. 1573) 

L. deliciosus (L.) FH. forma virescens hL¥r 

ぷ11 名:アカハツc:定， T) 分寸'jî :欧，北米， .~Ui: ( トルコ九 lニ1 (北一本)

1'f:!F!. : leg. hrAl (in Herb. Univ. HOK.~.) 

L. flavidulus bL¥r 

手!I名:キハツダケ(食， N--T) 分1jî : fl (木一北)

ù料: X ー26， 1949, leg. Tけ rcr (F. 1572) 

L. hygrophoroids BmuL et ClJi!'l'. 

手[1名:ヒロハヂチタケ(食， T) 分-{jî : ~けと，欣，.rlli :[I(本一北)

資料: IX ~13， 1949, leg. Tり KI (F. 1::;51) 

L. piperatus (Sじり1'.) FH. 

，f !.l .:f，・ツチカムリ (fL T) 分布: f丸北米， ~，ま， .5:[: (支. jJlÎ), F:I (北一本j

if料 IX ~13 ， 1949, leg. T黑I (F. 1349) 

L. piperatus (SU01>.) Flt. forma pergamenus (S"'.¥l:.'l'jI ex FB..) 1)1.¥; 

手/[1'，・刀ソヂヂタケ (ft ， T) 分布: f丸北米， .!i~: (î;札)J_lî) , 11 (北一本)

資料 IX ~13 ， 1949, Ieg. TOlcr (F. 1347) 

L. subdulcis (Pm:日.) Flt. 

手11名:ヒ 1 ヂヂタケ〔食タ T) 分市: f.攻，二|ヒヰミ，叫: (支， j何人 11 (北 本)

資料 X ~26 ， 1949, Ieg. T川王i (F. 1579) 

L. subplinthogalus C01王EL{，

Journ. Elisch. Mitch. Soc. , 34 : 50 (1918) (New to Japan; 

肉眼的特徴:傘は 4~6cm，中央部が凹み， 縁ははじめ内がわにをくが， 後開いて漏斗状

となる p 友商はくすんだ狐色(Bufi brown) ，粉状でp 放射状のíHJtがあしかっP 謀には!品'fj

状のひだがある p 肉は割合におi く p 白いが桃色に変る;禍l土lÜ生p 非常に時で， rrl広く，分岐

しないp 白茶けた狐色 (Cirl1ì.amon buff) で傷つけば桃色にかわる;茎は 3~5xO.5~lcm，

上下ほぼl司 j乙傘の色より淡しくすんだ黄金色，去百は粉状，小~ptをおびる， 内部には疎な

髄がある;乳は p はじめ白し後に桃色にかわけ，味は辛い;胞子拭は安福色。

顕微設的特徴.胞子は 8~lOp (網目創設いて) lfifí:11ヲ，表面肪状~網 rlòi:i':をなし， その高
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Fig. 13 Lactarius sz��linthogalus COKER. Spores and hairs on th巴 upper surfac巴 of th巴 pileus.

ヒロハウスズミチチタケの胞子と傘の表面の毛

さは 2.'，に;及ぶ。傘fì'!ii土 4~6x20~40μ の肢の~.iJiい Eで被われる。

ぷ[111 :ヒロハウスズミチチタケ(祈侃) (T) ラ}叶 j 二|ヒ汗こ， illi: El イ三 (木J

ずt料: X -5. 1951 , leg. T川ζT (F. 2916); X, 1952, le:2;. 1:¥1.¥I:EK1 et T川ζf

'~3~~~f /f三Wì lまウスズミチチタケ L. fuliginosus， ハイイロカラチチタケ L. acris， クロ

チ子タケ L. ligniotus に似℃いるが， üÎjの 2 伍とは祁肘:拝しく疎らで r!Jが広いこと ε%た

り，クロヂヂタケとは傘の色が淡いばかりでなく， {i:ill土ー!母まばらで，その色は狐色にj!j:いこ

と，字Lは変色性が強<.かつ，叫:がi何らかにJn 、ととなどで存幼に区日Jjされる。

This ;sηew to the Japanese fungus f1ora. The present species is akin to 

L. fuliginoslls , L. acris, and L. ligniotus but easily separable from the former 

two in having ve�-y broad and distant lamellae. From L. ligniotus which has 

broacl clistant lamellae, it cliffers by more broacl ancl clistant lamellae, which are 

cinnamon in color, Iighter, cimlamon buff colorecl pileus, and the milk being 

very acricl and easily turning rosy in color. 

Microscopical observa,tions: Spores subglobose , 8-10/1. in diameter (except 

the reticulate ridges) , costate or reticulate ridgεS 2/1. high; the surface of the 

pileus is covered with thin wallecl hairs of 4~6.，: 20~40/1. Iarge. 

L. subvellereus PK 

Bul1. Torr. Bot. CI., 25: 369 (1898)-CυKE日， 1. c. , 34 ・ 10 (1918)-Bn:LüじH.Dr ，

Mem. Torr. Bot. Club. , 14 : 33 (1908) CNew to JapanJ 

肉限的特徴:傘は 4~7cm，はじめ半球形p 後 rt l央部凹む，壌は幼時強く内がわにまき後三i三

たくひらし友商はピロード状の毛で、袈ーわ~l，白色或は褐色を帯びる p 肉 l主呈<.帝拐白色で

変色しな L 寸制J主白色ないし字L白色p 茎に立生， r!J狭く p 密生する;茎は (1色p 芸部で、は同色

を帯び\夫前[は \c-- ロード状を呈する，上下同大または下が細く， 2~3xO.8~1. 5cm， 傘にく

らべて恒かいp[初土白くて充実する;乳は白色で非常に辛い。

顕i山;;'i ~I'~q討立・傘同の毛は径 3.5~4.5il.， 細胞膜は厚< 1~1. 5μ で， 70 、 100/1. の長さに

達し 直立する:傘の示fL識はj辰巳雪はもつれるった密な菌糸!音の表皮で、複われ， その下に球

形細胞の肢があろ cysticlia は紡錘形で !::j'おむね乳頭突起があり p 大きさは 6.5~lOx45~
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⑩ 

C 
0" 10 

88μ; 胞子は広間円形~類球形p 斗三滑 ， 5. 0~ 

6 . 5 x 6 . 5~7.5fJ. 。

和名.ケシ ロ ハツ モドキ(新称) (T) 

分布.北米， 立巨:日 本(本)

tH:千 X - 17, 1947, leg. TOKI CF.93) 

考察'ケシロハツ L. vellereus は表面

の状態およびゾ診が本菌に非常に似てるが，禍

が疎であるから，容易に本菌と区別がつく。

Microscopical observations: Hairs 

on thc surface of the pileus are thick 

waIIed (walI 1 ~ 1.5μthick) ， erected , 

3.5.....4.5p thick, and 70~lOOμlong. The 

outermost layer of the pileus consists 

of irregularly interwoven hyphae,under 

this lying a layer consisting of globose 
Fig. 14 Lactarius subvellereus Pl-ζ 

Spores,and cystidia. ceIls; cystidia are generalIy mucronate, 
ケシ ロ ハツモ F' キの胞子と cystidia fusoid, and 6.5~ 10 x 45~88!ノ spores

are broadly eIlipsoid or subglobose, smooth, and 5~6.5x6.5~7.51ム

L. uvidus FH. 

手I~ ;f:! :トピ チヤチチタケ CT) 分布: r乳北米p 豆 -日 本(本一北)

資料 X - 17, 1949, leg. TOKI (F. 1578) 

L. vellereus FH. 

来日名 .ケシロハツ ダケ (T) 分布 : I仇北米， illi:( トルコ) ， 日(北一本)

資料lX - 13, 1949, leg. TOKl. 

L. volemus Fll. 

1. C. , 344 (1838) -Cロ.， 1. C . , 999 (1888) -REA , 1. C. , 493 (1922) --BllES. , 1. 

c ., 8; 390 (1928) -KAwA:\n'HA , Jap. Fung. 174 (1929) - IMAI, 1. C. , 327 (1938) -

Y. KOEAY"\SHI, Nipp. Inkasyok. Duk., 511 (1939) 

肉眼的特徴 。 傘は径 3 .5~10 cm，はじめまんじゅ笠で中心やや凹み， 後:' 1-'- ら或はやや漏斗

状になる，資控色ないし淡葉樺色を呈し p 滑らかまたは粉状(乾燥時は明瞭に粉状友い し細か

い ピロ {ド状にお:る) ， しばしば敏がよっている;宇1mは淡澄黄色で，傷つけは、補色に変る ; 茎は

4~10 xO. 7.....2cm， 傘の両と l司色， または淡<，粉状を呈し，内部は フェルト状の肉が粗〈

;填まっている;乳は白色乳状p 多量でやや渋味をど有し，次第に制変する;胞子紋は白色。

顕微鏡的特徴 .胞子は 8~l1 x lO~l1p，類封切手，網目状の隆起をおびる， cystidia は 6~

8 x50~70/1，前錘形p 表面I乙凹2'1がる り p モタく第に車IU胞!撲が内側に厚く左 り， それに件い無色か
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ら淡m色に変る，また傘耐にも cystidia 状の約i胞が続生し， 3~6><20~60IL でF 棒状を呈

し， _:j(月三に IJ~~が)手くなり，去fえの球形車III胞から直接に生える。

手11名:テチタケ(食， T) 分イli :北米，欧， .!J'li: (支那， トルコ)，日本(全土)

資料 IX -13 , 1949, leg. TOKr (F. 1348) , \ll -28 , 1950, leg. TOl~r (F. 2088) 

;勾;祭.シワチチタケ L. corrugis のととろで'JÆ;べたように従来 L. volemus の傘はギj竹

(smooth) であるといわれてきたが，三作tí';'宰が今まで多くの11，占l休を持集L-，観察したととろで

は p 生時必やしも ~H'けであるとはいいYif[ <, 1$別犬ないし刺lかいピロード4犬を呈するものも少な

からや見交けられる。との点は乾燥時にはさらに顕若になり，生時lrr~モ状を呈するものでも乾

くと粉状を呈するようになる。 とれは傘の去而にイi'-1生する cystidia 状の細胞が，傘の地色が

浪い叫合，また乾燥して地色が濃くなった時，或いはその制11胞が特に5野生する叫介に際立って

くるもののようである。

Microscopical obEervations: Spores are subglobose, reticulate, and 8~ 11χ10 
~11; cystidia are fusoid, irregularly ve汀ucose on the surface, 6~8x50~70; the 
cellwalles gradual1y thickening inward, and then becoming light brownish in 

color; cyatidia like hairs are present on the surface of the pileus which are 3~ 
6 x 20~60 large, c1avate and grow directly from the globose cel1s. 

Russula alutacea P上lHi'. ex F 1{.10) 

手Ij名:アカネタケ Cft ， T) 分布: f氏北米，涼， illi:( トルコ)，日(北一本)

資料 X -19, 1952, leg. Tけ1C CF. 3140) 

Russula alutacea FI{. var. olivacea CFH.) Lλ:KG J-l 

Agar. Denm. , 6 ・ 44 (1926) --Kn.'lt. & MA l"JlL. , l. C. , 4: 356 (1928) 

1め ベニタケ属の屈の検索

胞子紋は白色.............. • ー ーー・・・・・・ ・・・・・・・・ ・ー・・ー・ー・ー ・ 1
胞子紋(主白l'送色.，...，.... •• ・・・ ー ・ー・ ・・・・・・・ ..............................4 

胞子紋は資拡色・・・・・・・・............ o.  •••••••• ーー・・・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・ 7
1 味は辛い・・・・・・・・・ー・ ・・・・ ・・・・ ー ー・ー・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・ー・・ ・・・・・・・・・ ー ・・・・ 2
1 りとはない........................................................................ 3 

2 傘は赤色，捌はやや疎，隊生に近い，傘の誌は蒋J状....... ..・・......... ..ドクベニタケ

2 '*'土赤色，有mは密，上生器，傘の縁(主務の間に聖書粒がある ••....••.•••••.••• ..コベニタケ
3 !:ド(主白色，制は音色を帯ぶー・・ ーーー・................................. ..アイバシロハツ

3 傘(土黒虫色，肉は笠気にふれると赤色になり，ついに黒変する。間は厚く，疎.. • グロハツ
4 味は辛い........................................................................ 5 

4 味はない・・・・・・・ー・・ ・・ーーー..，.................. .. ・・ーー・ー・・・・・・・・・・ E ・・・・・ ー... .・ 6
5 傘は葉揺色，臭はくさい・ー・・ ・ ・ ・・・・ ・・・ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・グサハヅ
5 傘は黄褐色，臭はややくざい，辛さは少ないーーーー ・・・・・・・・・・・・ ・...... ......コグサハツ
6 傘は主に紫色であるが，赤，禄の雑色，平滑.... ..ーー・・・・・・・・・・ー・・・ ・・・・・ ・・カワリタケ
6 傘は緑青色， 亀甲状に筈jれる ..•. 0............. ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アイタケ
7 味ははなはだ辛い，傘はばら色 ...............0............ .ー ー・...ウスクレナイタケ

7 味はない・・・・・・・・・ーー・・・・・ ・・・・ ・ ・・ーー・・ ・・・・・・ ・・・ ..........................8
8 傘はすJ江色， 肉はき主色しない . •• ー・・・ ・・・・・ ・ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アカネタケ
8 傘(士緑色， I!~ ば妥色しない........ . ー・ーー ・・・・ ・ー・・ー・・・ ーーーー・ ークサイロアカネタケ

8 傘は緑色， 肉(土掲~する ・・・・ーーーー・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・ゴケイロタケ

発上生 (adnexed) 欄の縁が切れるがみ，欄の巾よりは狭く茎にm官している状怒
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R. olivacea FR. , Epicr., 356 (1838) -G日，L. ， l. c. 236 (1878) -CりOK， 7: 1001 

(1888) -R~;A， l. c. , 461 (1922) CNew to ]apan) 

肉fIl~的特徴:傘は径 9.5cm，まんじゅ笠状で， 中央部凹みp オリープ色を呈するが部分的

に濃淡を有し，或いは赤味を帯び，やや粉状，肉は白色で変色せすて厚〈，!同とはない;宇110は直

生， r 1 J広しやや疎でp 挫火色を呈する，茎は1.7x7cm，ぷ< j.i:Ji丈で， [''1色の士山亡桃色を散

らす;胞子紋は桂黄色を呈する。

跡地E的特徴:表皮はゲラチン肢のrI' fC ，縦にもつれあった， ?;t;~い菌糸状の毛からなる;胞

o '0 20 
」一一一~一一一一→

o 10 

ト一一一一一-!

Fig. 15 Russula alutacea v且r. olivacea (Fn,.) 
LAXGE. Spores and cystidia 

グサイロアカネタケの胞子i: cystidia 

alutacea グループの肉は変色しないという。

子は 1O~12x8~1011， 高低混合した削沈

J伏を呈しp 広桁fIJ形で p 賞作j色を呈する;

cystidia は太さ 9~18μy 抗生íUI予。

ホ 1 1'， :クサイロアカネタケ (JJî'，弥) (T) 

分布・殴) _i lt[:日本件。

資~q ・ X -4 ,1951, leg. TOKI (F.2925) 

}認を:本菌lì R. olivascens Fn. と非常

に似たものであるが， KOKB,AD, MAUI:LA~C 

両氏によれば本障は R. alutacea のオリ

ーフd色型で， 一方 R. olivascens は R.

xeramρelina のオリーブ色型であり，

xeramρelinα のグループは I主jの割~LFIが

制変しF またザリカガ♂ニ様の 4引i

り1) , 命所硫Ýê隈銑でで、オリ{プグワ-ンに変るが，

Microscopical observations: Pel1icIe consists of in'egularly interwoven short 

hyphal hairs which are imbedded in the gclatinous matrix; spores broadly 

ellipsoid, 1O~12 x 8~10p， finely verrucose, yellowish brown; cystidia 9~18 thick, 

fusoid. 

R. cyanoxantha (SCHλEJi'F.) Flt. 

和fi ・カヲリハツ (1';[ ， T) 分1jî :殴， -1じ米， アァリカ. illi:[l (二|ヒ一本)

資料 X -19, 1952. leg. T(日 (F. 3142) 

R. delica FH. forma chloroides (Kw_n[BlI.) I)L\~ 

和1'，・アイパシロハツ(食タ T) 分布: I抗北米， i::~: H (本一北〉

資料Jx: -13 , 1949, leg. TυKT CF. 1358) 

R. emetica (SU]!A]う1"1".) FR. 

和名.ドクペニタケ(志と称せられる， T) 分イrj : f吹，アフリカ，法， iHf :日(本一北)
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資料 X -19 , 1952, leg. TOKI 

R. foetens (PEJ:.s.) Fn. 

手!1;f，・ヘクゾハツ (T) 分布・欧，北米) .~:I: (支， トルコ)， n (北 本)

資料 X --26, 1949, leg. TOKI (F. 1(88) 

R. fragilis CPlヨ1(13.) Fn. , 

手11名:コベユタケ (T) 分布:欧，北米) j~E: 日 (>t~)

資料 YI -4, 1950, leg. b山L\ロ山山Z幻n山]<巳一つ汀叩，]

R. nigricans (BVLL.) FR. 

手I~名:クロハヴ(食， T) 分布:欧p 北米， i4[: ( トルコ)， 11 (本一北)

資料 IX--13 , 1949, leg. To町 (F. 1356) 

R. olivascens PEHS. ex Fll. 

手!I名:コケイロタケ (T) 分布:欧，北米，亜: (トルコ)，日(木一北〉

資料 X -6 , 1950, leg. TOKI (F. 2294) 

R. rubra (KBり3IBH.) BHEE. 

手èl名:ウスクレナイタケ f食， T) 分イ/î :欧，北米， 2: R (本一北)

資料: leg. bI.u. (in Herb. Hokk. Univ.) , 

R. subfoetens W. G. Si¥I. 

和名:コクサハツ (T) 分布:欧， Inf: (トルコ) ，日(木一北〕

査'{:ごt: x -17, 1947, leg. TOKI (F. 97) 

R. virescens (SCHAEFF.) FH. 

和名:アイタケ(食， T) 分布: r丸北米，.s;~:n(本一北)

資料 L'(-13 , 1949, leg. TOKI 

GASTEROMYCETES 

Octaviania columellifera Y. KOBAYASI, (Hysterangiaceae) 

和名 ジャガイモタケ (T) 分布: fl 本!/:，\，'i1'f

ftキキ X -4, 1951 , leg. brAzEKI (F. 2943) 

Astraeus hygrome1ricus (PERS.) MORG. CAstraeaceae ツチグリ科)

手11名:ツチグザ (T) 分布・汎 l止界的

資料 X -19 , 1952, leg. TOKI 

Calvatia craniiformﾌs (SClI¥U)[N.) FR. (Lycoperdaceae ホコワタケ科)

和名:ノウタケ(食， T) 分布.欧p 北米， ，足(支) ，日(北一九)

Lycoperdon perlatum PEBS. (ホコリタケ手千)

--59 -
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手11名:ホコリタケ(キツネノチヤプクロ) (食， T) 

資料 X -19, 1952, leg. TOKI 

L. umbrinum PE! t日.

分布:汎世界的

手11名:ツプホコリタケ 分ギlî : I乳北米， illi: LI 資料 X -19 , 1952, leg. 'J‘り KI

Phallus impudicus L. ex Plms. (スッポンタケ科う

荊l 'Í:í :スッポンタケ (T) 分布:汎分ギlî，全日本

空f料 X --19, 1952, leg. TOJu 

Lindera bicolumnata (LLtlYD) Cl:X.'<rXGJLDT (アカカゴタケ Fり

和名:カニノツメ (T) 分布: n*1I長産

資料: XJ -24, 1950, leg. TOln (F. 2348) 

Pseudocolus Schellenbergiae (SV)IR'l'.) JmlNHlx (砂利)

手Jl名.サンコタケ (T) 分布:北米. "1:[: (J'g[:Il)，日

資料 X -26, 1949 , leg. TOJ;:r (F. 1585) 

Geastrum triplex (ヒメツチグリ科)

和名:ヱリマキツチグリ (T) 分イlî :欧，米， j~~~: 日

資料 X -19 , 1952, leg. bL¥ZEKT 

Rhizopogon rubescens TtTL. (ショウロ科)

和名・ショウロ(食， T) 分布・汎 tll:界的

資料 V -19, 1949, leg. TOKI (F. 1153) 

m 浅川実験林を Type iocality (原標本の採集地)とするもの 5種

(Species which were originally collected from this forest.) 

HygrophOnls obrusseus FH.. f. pusillus !lIIAT , in Bot. Mag. , 55 : 446, 1941. 

Typus, leg. bIAT, Oct. 12, 1940. ヒメキヤマタケ

Hygrophorus purpureobadius bL\T, Bot. Mag. , 55: 447, 1941. Typus, leg. 

Tmai, Oct. 12, 1940. ヒメサクラシメジ

Entoloma crassipes IMAzEKI et TOKI, n. sp. ウラベエホテイシメジ

Boletellus floriformis b L\ ZEKI, Nagaoa , 2 ・ 42 ， 1952. 'fypus, leg. TOK1, Sept. 

13, 1949. キクパナイグチ

Xerocomus astreicola bL\ZEKら Nagaoa， 2: 35 , 1952. Typus, leg. bUZEKT, 

July 31 , 1951.タマノリイグチ



浅川実験材、のキノコ (今関・土岐) - 61 ー

W 本報告によってはじめて日本に記録されるものおよび新種

(Specﾏes new to Japan and new species written in this paper.) 

Cortin:1.rius triumphans Fn. チヤオt:'フウセンタケ

Crepidotus sulphurinus blλzιKI et TOKr. ザラミノチヤヒラ

本極ははじめ浅川で発見し，新種として上記の新学名をJIj意したが，その後， il宇.11J 県下で，

より良い根本を似たのでp タイプを後者に指定した。

Entoloma crassipes bIAZEKて et TOKI ウラベニホテイシメジ fJt Jl1 をタイプロカリテ

ィーとするが7 ~~-!i:~i~ ， +日イ三， Kill}などにも産する。

Tricholoma orirubens Q�;u:'l' ケショウシメジ

Tricholoma saponaceum (FH..) Qcb,. var. squamos回n (CKE.) REA. ミネシメジ

Tricholoma semitale (FH.) R:CKEX スミゾメシメジ

Lactm-ius acris BOLT. ex F ,t. ハイイロカラチチタケ

Lactarius corrugis P ECK チリ J ンチチタケ

Lact2,rius subplinthogalus COKJè H, ヒロハウスズミチチタケ

Lactz..rius subvel1ereus PECI王 ケシロハツモドキ

Russula alutacea Fn. var. olivacea (Flt.) LλXGE クサイロアカネタケ

Tyromyces incarnatus bL¥ZEKI アケボノオシロイタケ

V Apny!lophorales (サルノコシカケヨ)の分類と科の検索

(Classification of Aphyllophorales , and key to the families) 

Fn:Es-ExGLEU.の分類体系による従来の Thelcρhoraceae， Clavariaceae , Hydnaceae , 

Polyρoraceae を総括する 1 'þ"(:が Aρhylloρhorales である。 !f"'fJ~(左 ilJを/íiそいで傘の下回には

捌をつくらない非のグループであれ祁iJを形成する Agaricales に対立する。

上記のようにとの昨ば FmES 式分類の Theleρhoraceae 以下の 4 [;1['からなるが，近代分類

学はとれらの 4 f'Hこ属する菌を縦横に Ilj.分割，統合し，自然の類縁に基いて刊のう子け方を一変

するに至った。現{r; までにはまだ全休的に頼りになるような分方!休系はできていないがp 来月

らは・応、多くのような科に分・けて，会1'Mを配置した。すなわち

1. Corticiaceae ウロコタケ利 2. Clavariaceae ホウキタケí;;卜

3 . CanthareI1aceae アンズタケ科 4. Phylacteriaceae イボタケ科

5. Coniop11oraceae 1 ドタケ朴 6. Hymenocnaetaceae タパコウロコタケ件

7. 11ucronoporaceae キコブタケ利 8. Hyënac三ae ハリタケ砕

9. 恥1erc.Iiaceae シワタケH 10. Polyporaceae サルノコシカケ苧ト
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以上のうち Hymenochaetaceae と Mucronoρoraceae とは析しい利としてJι4さしたもの

である。 とれらの科と旧来の干:1との関係は極めて複雑で、，ー??で、はiilt lI月し員ftレ b 従来の分類

式では，与えられたl~îの問ずべき科を決定するには p 傘の下h'rÎの子実]j:f托の形，すなわち千ItlÎ

(1'，1， 針状p 孔状p 問状などの特1<で、ilí'î単 tじとめたが，新しい分去nではそのように単純で、はな

い。 そこで与えられた由の所属する利を求めるための参'~として火のような検京去をつくっ

た。との検索はもちろん不完全なものである。また千宇和l'の特長を -lti J'I''lには示してはいない。

筆者ーらは2・えられた機会を利月]してア旧式分類から卒祈分類への切りかえを促したいとぢえ，

その一歩としてとの検索去をii>tみに提/1 1 したものである。

検 長十; 去

トきのこは一般に佑jの 1-_に生えるが，稀に地上にはえる;よく発jどした茎をそなえるもの

もあるが，一般に樹に生えるものは7TI77生で傘をつくらないか.或いは{iJ:~い傘を初日形に日l~ りだ

す;多くは苧ftで強.~l1. ; 傘の Fn'rÎすなわち子実，甘ができる聞は千坦で， !I在日リな突起(針又は

此〉， j披，孔， fUUなどがない。

L 稀に地上生で、茎をもつものがある， r主]は丈えな本'[1. r~~Jの色は制色をあ・びない;子安

肘には制色の剛毛休はな L 、;胞子は無色， -，，[三十f'}...... ......ウロコタケ科 Corticiaceae 

2. 仰の[.にはえ. ~~i~~に背7n~J:..肉は弛やかに的介した白糸からな 1) ，色は ~ø~初色， lìrJIJ毛

休を欠く; 1J[i~子は 1肘

イドタケ存[， Conioρhoraceae (Conioρhoroideae-ConioPhora) 

3. 附ー IA:: ， =rf舟生または棚状の傘をつくる;内は革'{'t. 1 り j らかにJ.l{制色または茶制色;子

実授には?;?に剛五日生がある; !J包子は JH~色，長時円形.

タベコウロコタケド1; Hymenochaetaceae 

n .きのとは一般に地上にはえ p 梓JI丸そうめん)1弘樹位状など;子実肢はきのとの表雨iに

発j土し，向地性を示さなしつ l勾は肉質または革氏。

1. 肉ftで間々なf.((向通な色をあらわす;胞子は三[~i'f'} または市/11かい 1どをおびる.

ホウキタケ科 Clavariaceae 

、 2. i~'iítで咲いH

イボタケ科 Phylacteriaceae ( イボタケ族 Theleρhoreae-ThelePhora)

m. きのとは地上生，傘と茎との分化は明瞭，肉質，傘の下両には放射状の敏(極めて不完

全な閉)をおびp その表面に子実貯が発達する。

1. 胞子は子i骨・・ーー ・ー・ー・・・ー・・・. .目.. .アンズタケ科 Cantharellaceae 

2. 胞子は花をおび、る:きのとはほとんど黒色

イボタケ科 Phylacteriaceae (カラスタケ談 Polyozelleae-Polyozellus)

N. きのとは肉質または草質，地上生または樹に生える;傘の下回には無数の乳首状の沈，
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または針を{:!:.じ，その表面に子実貯が発注:する。

1. 胞子はカl~色 ， .i~~t骨，一般に長1行fIJ形

a. 主 l'は針状・・・・・・ー・ー・・・・・・ ・ ・ ー・・ー ・ ・ー・ー・ー・ー・ ハリタケf;òl' Hydnaceae 

b. 針l土日たい1nJ.歯形... .サルノコシカケ科 Polyρoraceae (ウスパタケ民 Irρex)

2. 胞子は知球形，表面に顕箸な1どをおび、る

イボタケ存1. Phylacteriaceae (イボタケ笈 Phylactereae ， コウタケ続 Hydnelleae) 

v .傘のド刊には無数の孔があり p その内聞には子実!否が発達する。

1. きのとは樹上に生じほとんど、背治生; t~Ì糸は着色(寅招色) ;孔は不完全で、P 不規

則た網IJ状の低い陪起で屈まれた浅いくぼみ状を呈する。

a. 胞子は広桁円形で淡褐色・・ー・

イドタケ科 Conioρhoraceae (ナミグタケil1fや1. Gyroρhanoideae) 

b. n& 了eは長十f1 f1J形で、無色'" .・・・・ a ・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・ー・ー. •• •• " • • Merulia鐺ae 

2. きのこは一般に樹に生える;茎は l切らかに分化するとともあるが--自立はとれを欠

く;茎がないものでは傘は牛円形，初刊んまたは馬蹄形;肉は肉質，草tt，コルク質，木質

など;作子LIま);jg[IJi'i句で一般に小さくかっ深い。

a.4士の内lは荒伺色または茶褐色;子実情には一般に顕著な剛毛休を有する.

キコプタケ科 Mucronoρoraceae

b. *の i勾は間々な色をおびるが茶褐色のものは稀である;剛毛休化する jl6j糸を欠く;

子実た?には lì(~ lJ T::体を欠〈。

α. IJ包子はほぼ王手Jラで沈をおびる;地上生. • 

イボタケ科 Phylacteriaceae ( クロカワ絞 Boleioρseae)

.゚ 胞子は無色，表面は滑らかで、ある;子実体は裸実性 .•••• .サルノコシカケ手4

\1.傘の下町には宇1111があり p その表而に子実陪が発達する。

1. きのとは樹に生え;傘は竿円形で丈犬な革質................. .サルノコシカケ科

Polyρoraceae (カイガラタケ属 Lenzites， キカイガラタケ属 Gloeoρhyllum など)

2. きのこは l詐J. :X'I亡似て革質;肉は相色;綱は同心、輪型にならぷ. • 

キコプタケ字ト Mucronoρoraceae (Coltricia の一部およびワヒダタケ属 Cyclom.yces)

'1. Agaricalesマツタケ自の分類

Boletaceae (イグチ科)の属の分け方 (Classification of Boletaceae) 

イグチの類，すなわち Boletus の仲間は子実，腎托が作孔状であるという p 外面的な相似性

によって P 従来の古いクHIîではサルノコシカケ科におかれていたが，新しい分類学ではマツタ

ケ科と肩をならべて Agaricales マツタケ日 i亡籍をうつした。 同の分け方も従来は Boletus と
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いう膨大な属と Strobilomyces という特殊な属の 2 同によって代表するといった極めて大ま

かなものであったが， 近代学ilえは自然の類縁、に基いて分主Jiをしなおし， 20 I乙近い自然的な同

に類別している。筆者今閣は故近“日本産イグチ科" (Nagaoa , No. 2: 30~46 ， 1952) と題

する論交で、 ， Boletaceae に関する近代の分類学設を制介し， これらを綜合して筆者の分類式

を示し，さらに日本に師に失11 られた種をそのシステムによって配列した。筆者が報告 l _たもの

は 1 科 3 豆科 13 属 28 加である。属の配列は火の通りである。

Order Agaricales マツタケ r~

SuborC'. Boletineae イグチ亜日

Family Boletaceae イグチ科

Subfam. 1. Boleteae イグチ亜科

Boletinus KA [， CI-Ilm. アミハナイグチ尉

SuiIIus S. F. GHAY ヌメリイグチ属

PhyIIoporus QUfrLET キヒダタケ l~n;

Pulveroboletus MURl~.キイロイグチl~

Xerocomus QUÉLET アワタケ民

Boletus FH. ヤマドリタケ属

Leccinum S. F. GHAY ヤマイグチ属

Tylopilus KARS'J'.ニガイグチ!吋

Subfam. 2. Gyrodonteae QUí'L. シワイグチ11E向ト

Gyroport!s QCBI，};T クリイロイグチ!，'[~

Gyrodon Ob\T. シワイグチJ長

Subfam. 3. Strobilomyceteae オニイグチ括科

Strobilomyces Bmnc オニイグチl長;

Porphyrel1us GU，B. クロイグチ!，gJ，

Boletellus MUHH. キクパナイグチilt!，

Subord. Agaricineae マツタケ!llif='r 

従来日本でJJJ いられていた属はいうまでもたく F即日式の旧体系であるから， 大部分-の加

は Boletus 鴎の'1 1 に収められ，その他の 1m:では Boletinus と Strobilomyces の 2 属が認め

ら%1ていただけであった。したがって本文において採川した主rr しい分類様式は，わが国で、は一

般に4なれないものであり， "討Iの分け方などについてもとれまでに記したものがないので，以

下 Boletaceae の属の検索去を記して参考;-lc1J 1ê したい。

イグチ存!の鼠の検討ミ表

1. *の下fÚÎの子実腎托はヒグ状....................... .目_ " " " " " . _Ph.グlloρorus
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1 .傘の下[(IÎの r実!母托は孔状 ..................................................2

2. 孔は浅く ， JúJrJ状 iこ kい糊口状(ヒダと孔と J) r! ljl iJ形)または~~孔状.. ..........3 

2. 子L はが~JllJ II:しい土長い管孔状:..................................................4

3. 胞子はノj 、形， 桁[ll!I';， JJJ.制色・・・・・・・・・・ー・ ••..•..•.•.•...............• • Gyrodon 

3. 胞子は大}I'; ， :Lぷ、紡錘形 ， JitiJI己色.. .. •• •• " •. •. .• •. .. •. " " " " •• .. .. Boletinus 

4. 孔(了・実Jl'r托)は帯緑黄制色--ffi.・制色 ........................................5

4. 孔は(r， 1IJ(与色，淡紅色， [~f紫制色など ......................................9

5. *はJ詳しく tM'tをおびる. . • • • . • • • . • • • . • • .. • . • • . • • . .. • . . . .. .. .. •. .. .. • • Suillus 

5. 傘は*r'iZ't をおびない ........................................................6

6. 傘と茎の夫同l土紛でつつまれる.... .. •• •. •• •. •. •• ...• .. •..• ..•• • .Pulveroboletus 

6. Y止をかぶらない ............................................................7

7. 傘の去而は i'l'} らか，または粉毛をおび、るが，鱗Ji' をおびない。胞子は滑らかでIーとい紡

針IJIヲ....................................................................... 8 

7. 傘の夫同 i't .;.子しい白々 Jiーをこうむる;)J包子l土桁PJ形，夫泊iに!形刻I11様がある. . Boletellus 

8. 傘はややおlirf，一般に J'/ <大きく;茎は太<，しばしば支聞に網Il~様がある;孔は

11:l乙自在オしやすし、 . . . . . . . . . . . . .. . . .. . . " . . . . . . .. . . . . . . . . .. . . . . " . . .. .. " " Boletus 

8. 傘の去聞はなめし革状で乾燥tL -.般に小形;孔は五に離れがたい ••. ..Xerocomus 

9. ヲLははじめ白，後に黄色;胞子紋は黄色;胞子は陀[lJjl予ないし.G)J I1三.... ..Gyroρorus 

9. 孔ははじめ白，胞子紋は政相色;胞子;土長い紡ifHI:; ;茎の去OJÎi'主持しく粗荒.

. Leccinu悦

9. 孔ははじめ|九後にがれ、欠紅色， 1111紫制色ないし;n紫色.. .. " •• " ••.• •• •• •...• .10 

10. 傘の去!白IはìH らか;胞子は1"i'} らか.. .• .. .• •. •• .. •. .. .. .• .. •• •• •• •• •• " •• " •• • .11 

10. 傘の夫前[は;ギしい和ÍitTの杭被をおびる;胞子は， n1紫色，広佑円Jf~，去問に!彫刻位様

をおびる • • ・ ・ ・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ー・ ・ ・ ・・・・・ー. • • • . • • • • • • • • Strobilomyces 

11.胞子は市rnl<:い紡錘・JIラ;胞子紋はi対;:[色.............................. ..Tyloρilus 

11.胞子は紡鋪形~*1I1長い与IJ形;胞子拭は糾紫色.................... ..Porρhyrellus 

2. Agaricaceae マツタケ科の分類 (Classification of Agaricaceae) 

マツタケロの大守防子をしめるマツタケ以下のいわゆる楠菌は R. MAmE, Knr:\ER., S:::¥GER 

等によって主Jr しい分類体系がたてられつつある。これらによると数科， 100 公民に分類さ ~L ，

従来わが国で一般に行われているものとはI白山を-変している。とれらについては三告すらの見

解も定まら歩，あまりにも複雑であるので今回は多少の新羽二を加えるにとどめ，旧式分類体系

に従った。属の検索l土第 1 去の湿りである。



- 66- 林莱試倹場ÚJ[:究報告第 67 ~ラ

Agaricaceae の同の検宗次 (Russulacaae をふくむ)

第 1 表

IJ也子紋の色

i 白紅 l 縞 i 潔黒

l 菌体は柔軟な肉質ーである i 
A 業には査と鍔がある IAmanita 

B 茶には査だけある jAmani topsis'y 01 varia ;Acetab ularia~Chitonia 

C 芸には鍔だけある

1 術制i~は土隣生:叉叉は隔坐 |件L巴叩piota :Ar包nn口mロlU叫lla訂ri泊a I IA呂a訂ricu凶uωs An巴ellar吋ia
2 柑糊lは土湾坐又幻iは土丞坐 l同Arm川仙a巾 IPh加oliota i戸Stro叩p凶hari

D 幻J舟日時寺ペ{ル川古が:あるp昔

1 ぺ{ル(土芸に輸;伏に伐る iCortinellus ,Cortinarius I 

Z ペ{ノレは傘の表同に糸状に
伐る ,Inocybe 

E 菜には附属物がない

1 茎は軟骨質
a 制は裟にi主主ないし湾生
イ 幼時傘の縁は内巻する ICollybia ILeptonia Nauc�ia iPsilocybe Panaeolus 
ロ 幼時傘の主主は真直くで
ある IMycen旦 INolanea IGalera IPsathyra 'Psathyrella 

b 欄は茎に垂生 IOmphalia :Eccilia ITubaria 
2 茎は肉質で，傘の中央に着

く
a 欄は菜に離坐 IHiatula iPluteus 'Pluteolus :Pilosace 
b 制は茎に湾生 ITricholoma IEntoloma Hebeloma !Hypholoma 
c 糊は菜に立生して他の茸 I
に寄生する INyctalis 

d 制は茎に垂生乃至泊韮生
イ 禍は半透明状 IHygrophorus 
ロ 細の表面は)J弘子で粉国|
状になる ILaccaria 

パ 制は傘の肉から離れや
すい

ニ 欄は上l氾のようでない IClitocybe
3 茎は側生，偏生か!lX11 はない IPleurotus

Jl 菌体は脆い肉質で，不jj~則に割|

れる(Russulaceae) 

A 乳液を出す ILac悩rÌlお

B 乳液を出さない IRussula 

1I[ 菌体は薄く，繊弱で.，はなはだ

寿命が短い | 

A 傘は液化する | 

B 傘は芸凋腐敗しやすい | 

IV 菌体は薄く，強級な肉質叉は軟 l

かい草質で，乾燥しても湿気を得 l

れば原形にもどる ! 

A 本国工平滑 iMarasmius 

B 傘面は長い毛でおおわれる ICrinipellis 

V 菌体は皮革質ではなはだ強靭 | 

A 欄は全辺 :Panus 

B 欄は鋸歯状 ILentinus 

C 椅は叉状に分岐する Xerotus 

。 制は敏状で，鈍縁 !T時ゐ ! 
:Schizophyl-

E f間は乾くと縁が縦に裂ける Ilum 

発 36 頁側外参!照
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浅川突検林のキノコ (今関・土|岐) - 67~-

¥'JI .浅川実験林の食菌と毒茸 (Edible and poisonous fungi) 

との口録にあげたキノコは少数の変f:ill， ':~1極を合めて 214 胞類である。そのうちの約 4 分の

1 は艇伎の木村吋朽ï'tîで全く食川の対象にはならないが，他のものは，ともかくも軟かいキノ

コで，一応はその食・毒性がInJ:mになるものである υ 以下，食 -JZ性が!lJj らかになっているも

のをあげると

a) たべられるキノコ

子装官Î (オオチヤワンタケ)

キクラケ、科. (キクラゲp アラゲキクラゲ)

シロキクラゲ件(ニカツハナピラタケ)

ホウキタケ利. (チヤホウキタケモドキ・ホウキタケ・キソウメンタケ・シロソウメンタケ)

アンズタケ{;;/- (アンズタケ・ヒメアンズタケ・ウスタケ・クロウスタ，ケ)

イボタケ科(カラスタケ)

ノ、リタケ科(シロカノシタ)

サルノコシカケ利(ザボンタケ，ユンギョウタケモドキ)

イグチ何(アケボノアツタケ・キヒダタケ・アミタケ・ヌメリイグチj

L以下マツタケ科〉

Agaricus (オオハラタケ・ハラグケモドキ・シロモワノカサ・ニセモリノカサ)

Amanita (タマゴタケ・ガンタケ)

Armil1aria (ナラタケ)

Clitocybe (ホテイシメジ・クロサカズキシメジ)

Collybia (ヱセオリミキ・ヒロヒダタケ・ツヱタケ・ヱノキタケ)

Cortinarius (アサギブウセンタケ・マンジユカ‘サ・チヤオピフウセンタケ)

Cortinellus (シイタケ)

Entoloma (ウラベユホテイシメジ・ココセイツポンシメジ)

Gomphidius (オウギタケ)

Hygrophorus (オオサクラシメジ・ベニヤマタケ・アカヤマタケ・アカヌマぺニタケ・オ

オヒメノカサ・ハダイロガサ・ヒメサクラシメジ・オトメノカサ)

Hypholoma (イタチタケ・クリタケ)

Laccaria (キツネタケ・ウラムラサキ)

Lepiota (オニタケ・カラカサタケ・ワタカラカサタケ)

Lentinus (マツオウジ)

Pholiota (ヌメリスギタケ・ツチナメコ・ヒメアジロカサ・センボンイチメガサ・手ヨウ
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ウンジ)

Pleurotus (ムキタケ)

Tricholoma (マツシメジ・シロシメジ・ムラサキシメジ・ケショウシメジ・サマツモド

キ・ミネシメジ・アイシメジ・スミゾメシメジ。クロダシメジ・クマシメジ)

〔以下ペニタケ科〕

Lactarius (チリメンチチタケ・アカモミグケ・アカハツ・キハツタケ・ヒロハチチタケ・

ヒメチチタケ・チチタケ)

Russula (アカネグケ・クサイロアカネグケ・カワワハツ・アイパシ口ハツ・クロハツ・オ

オベニグケ・アオハツ)

ホコリタケ手;[- (ホコリタケ・ツブホコリタケ・ノウグケ)

ショウロ苧Hショウロ)

b) 主な食Jijキノコ

浅川実験林には 90 余租の食川}ïîがある。とのうち量的にも質的にもすぐれた定立iをえらぶ

と，アカモミタケp キハツ夕、ケ，アイパシロハツ P ムラサキシメジp オオサクラシメジ p ヒメ

サクラシメジp ウラベユホテイシメジなどカまあげらALる。ウデベユホテイシメジを%~いては，

いすコれもモミ林内の茸でp 浅川実験林の代表的な茸である。とれらの茸は毎秋たくさん発生す

るがy とのほかに問干大の茸としてクリタケP ヱノキタケなどを見逃すととができない。またと

の実験林に多いシメジ同p ナメコ民P フウセンタケ同の1f~ Iま， 1 つ 1 つの種ごとの発生数は多

くないがp 美味な食川({îが多く，シメジ属のミネシメジ，ムラサキシメジは此秋のすぐれた茸

であり P 年によっては相当大量に採集できる。

c) 毒キノコ

Amanita (タマゴテングタケ・コタマゴテングタケ・シロタマゴテングタケ・ドクツルタ

ケ・ベニテングタケ)

Entoloma (クサウラベニタケ)

Hypholoma (ユガ、クリタケ)

lnocybe (アセグケ)

Stropharia (モヱギタケ)

計 9 1'主( 5hrr� 

以 l二の去を総;介してみると， a) 食川tì，îは目録にのせられたキノコの約 3 分の 1 強に上る

がp 毒ヰーは約 20 分の 1 である。 b) 食川正iは各闘にまたがっているが，悲非は数仰の属にIU~

られているととが判る。そして個々の毒非を知るととは勿論必要で、あるが) ?J1J;非が所属する数

11"'Jの属についての知識があればp 野生非の食IIJ価f!l'[を高めるととができるというととを教える

ものである。
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d) 主要なj，':J;:1j" をふくむ属について

Amanita テングタケ属

タマゴテングタケ・シロタマゴテングタケなどの猛毒性のものをはじめ多数の悲芽はとの属

に集まっている。との属の若い茸は外被肢という袋によって芽全体が包まれており， ýJlのよう

な形をしている。 ij"が生長すると袋を鈍って傘と茎とがのびてくる。 したがって袋は上の端で、

裂けて茎の根元に残る。との下に残った外被肢を査(ツボ)という。 ただし Amanita の中

にも変形がるる。もしとの外被肢が丈夫な性質であるならばp 袋;!犬の査は rrJîらかに茎の根元に

残るが， fTが!位いと傘が外被膜の中からのび111す時に p 細かくちぎれてしまうのでp 袋状の査

にはならない。との場合には，ちぎれた外被肢はffJ張ったも1:状の小川ーとなって，傘の表面と茎

の根元に名残りを残すのである。外被n5~/土 a般に1"'1いから p 傘の友商にじ!い山々を散在する芽

は査がある Amanitσ と同じ属のものであると判断して差支えない。

とのような外被脱(査)を持つ属は Amanita の他に Amanitojりsis (ツルタケ民)，Volvaria 

(フクロタケ l，rO があるが， Amanita の特長は図に示されるように，外被肢のほかに p 内被

膜(鍔ツパ)があるととである。いいかえれば Amanita 属のキノコは傘・宇]11] ・茎・鍔・査の

5 部分からなりたっているととで， マツタケ科の茸では一帯複雑な形態を与えている。 124V 

Amanita と Anzanitoρsis とは胞子が(1いが Volvaria の胞子は淡い紅色であり P 胞子紋を

とってもt[Hjの色をみても明らかに区別がつけらAL.::' 0 

Amanita Mには I!ji芽が多いばかりでなく， 毒性もまた極めて猛烈なものが多い。色は必歩

しもあざやかでない。いわばi也l床な色のタマゴテングタケタシロタマゴテングタケなどに強烈

な毒性があるため p 決まって中毒する人が後を枯たた:い。 Amanita 日jの !I'.\;長を知るととが芽

中毒の 50.% を防ぐととになる。

Entoloma イツポンシメジ属

本属の 1):は一般にシメジに似たlR色の地味な傘を持ち，全く毒々しさがない。しかも食用車i

と 55主同付与にあって説食，中毒の例がÎ:H1，少なからやある。図のように鍔も 5111 もないシメジ型

のキノコであるが，シメジと異なる点l主胞了ーが淡紅色をおび， したがって制が淡い肉色または

パラ色を呈するととで区別できる。宇raJの色を観祭するととが必要で、ある。浅川実験林ではウラ

ペユホテイシメジが本I誌に丹}î-J，g1，ずる優れた食JJj菌であり，土地の人も大いに利用しているがp

同じ時期に同じ山に多量に生えるクサウラベニタケというーはまfi似の毒茸がある。なれたJ来集

家はその区別に|封却をJ高じないが，本属のまiゴは 4応字予~nえを必ずるものである。

Hypholoma イタチタケl，oJ!，

との属のものは朽木p 切株などに昨生ずるつクリタケのようなすぐれた食苗もあるが， amtt 
のユガクリタケは毒性があるといわれる。中毒の!長Ijしさは不明であるがp 警戒の必要がある。

ニガクリタケば詳述針葉樹J) 切株に昨生し，全体に硫黄色をおびたやや小型の茸で・ある。その
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~のようにら!とが苦いととも特長である。とれに対してクワタケは潤~閣の切株に群生し，傘は

茶色またはレンガ色でp 古色味はかすかであるし

Inocyb巴アセタケ肱;

との属の茸には A111anita muscaria ベニテングタケと|口j じく，毒成ー分 muscarin をふく

む加知が多い。したがってアセタケをはじめ毒非が多い持であるが， 11~1~!J;例が少ないのはまF 臼

休が茸狩りの対象になりにくいからであろう。

との同の I勾 m~的な府長は“傘は格t して 3~5cm 前後， 441に大形なものはない。 JI予は一般に

はじめ円ilifUI丸弐第に聞くがrjt弘法1\は格りまで、ftll\ しているものが多い支友而はZ負主

んだ色が多〈しP また夫1皮之が放射J状伏に裂けて繊古制維i仕t状のすちぢ、が|日3立つ性Z坑T切カがtある。祁1引iは土ま負賞主な=倒色(胞

子紋負責，'1:篠倒t白j 色)0。 茎は市和刺制11川I1J長乏く縦にさける"二。 この属についてはi最詰近ノイ小jト、林表脅推士氏氏4が 4“'[3日つ本本産アセ夕

ケ I属式について" (Na立aoa， No. 2 : 76~115， 1952) という原色図入りのモノグラフを発去し

ている。

Stropharia モヱギタケ属

Agaricus ハラタケ同に類似して祁[j (胞子紋)は紫出色，茎には鍔があるが，術が茎に清生

または智生するととがハラタケ1m; (Agaricus， 祁別式離生または陥生)とちがう。 古;1fといわ

れるモヱギタケは主十葉樹林内の地上に生え p 傘は背緑色をおびる。

.tJ. J-.が志î{:がある代去(1りな属であるが，その他に疑川陀としてシロヒメカヤタケ Clitocybe

candicans がるる。全休n色の小形の主)'でるる。外国の支献によるととのたぐいのものに毒茸

があるとされており p 木}むについても食市い歩れともはっきりした記録がないから注意が必要

でむる。

マツタケ科'以外のJ.Fには毒茸は少ないのととにイグチの前!は他の:111:と区日Ijしやすししかも

毒茸が少ないので比較的安全なやfll l\ J として推賞されている。ただし傘の下回，すなわち管孔の

去lt'îiが高[~赤色の庄和'ほ毒だといわれているから，との派手な毒々しい極主TL たとえばウラベ

ユイグチp ウラペニイロガワリなどに注意すればよい。 またホコリタケの類はいT~l.， も 71EJ5

で，おい時代p すなわち茸の内1'ilíf三胞子ができる前は食川として'iTr川とされる。
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EXPLANATION OF PLATES 

Plate 1. 

A) Entoloma crassiρcs !>rλz. et TOKf, sp. nov. (Edible，食)

B) Entoloma rhodoρoliunt (FB..) Qli í.:r,. (Poisonous，毒)

Plate 2. 

1. 2. Polyozellus multi�lex (UXDEI(\\二)孔ifl・H:H.，カラスタケ

3. Leρiota þroceγσ(FI:.) Ql' í.;J，.，カラカザタケ

4. Hygrophorus purpurecbadills {)lλT，ヒメサクラシメジ

Plate 3 

1. A円10冗ita ρhalloides (FB.) Qd:r，.，空マゴテングタケ

2. Amanita virosa (FB.) Ql"f:I，.，ドタツルタケ

Plate 4. 

1. 2. ErdolGmo crassi戸C5 blλZ. et T()lζT，ウラベニボテイシメジ

3. Entol日開同odoρoliwn (FJ(.) Ql"í-:r，.，クサワラペニタケ

4. HygroJうhorus ovリlUS (Bn ， J，・) FH..，オオヒメノカサ

Plate 5. 

1. Lactarius vellcreus F Il.，ケシつハヴ

2, 3. Lactarills þiρeratus Fll.，ツ千カプリ

4. Hydnellμ112 zonatum (B.¥'I'c.CH ex FIL) KAH f" I'. ，千ヤハリタケ

5. Cre�idotus sulρKurinlls !>Iλz. et TOlζr，ザラミノチヤヒラ (Typus)

6. Clitocybc candicans (Pι Il:". ex Fr:.) Qd;L.，シロヒメ刀ヤ声ケ

Plat巴 6.

1. Lactarius deliciosus L. ex Fl t., f. laeticolorus !}rλT，アカモミタケ

2. Lact01ゴitS uvidus FIC，トビ千γ チ千戸ケ

3. Lactarius su!Jdulllcls P J: I,;,. ex FB.，ヒメ千千タケ

4. Tric/iolo付za 5aρonaceμ112 (FIC) Qd,J,. var. S(j l叫1170sum (CUOK) REλ，ミネシメヂ

5. Lactarius corrugis P 心-~-リメン子子タケ

6. Sarcodon scabroslts (Fl;.) Ql't;I，.，ケロウヂ

Plate 7. 

1. LactariU5 flavidullls !>IAI，キノ、ツ fケ

2. Laclarius volemus Fn.，ヂチタケ

-71 ー
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